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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■ 合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

243
（119／124）

20
（15／5）

16
（7／9） 0 279

（141／138）

累計
（男性／女性）

45,786
（24,310／21,476）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,428
（30,457／23,971）

■ アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 2
エチオピア 2
ガーナ 12
ガボン 2
ケニア 8
ザンビア 9 1
ジブチ 1
ジンバブエ 5
セネガル 9
タンザニア 6 1
ナミビア 1
ベナン 2
ボツワナ 2
マダガスカル 2
南アフリカ共和国 1
モザンビーク 6
ルワンダ 9

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 9
エクアドル 2
エルサルバドル 4
グアテマラ 4
コスタリカ 8
コロンビア 3
ジャマイカ 3 1
セントルシア 1
ドミニカ共和国 13 3
パラグアイ 4
ブラジル 13
ベリーズ 1
ペルー 6
ボリビア 8
ホンジュラス 6
メキシコ 1 2

■ 中南米地域
国名 一般 シニア

インド 7
インドネシア 1
ウズベキスタン 6 1
カンボジア 4
キルギス 3
タイ 3
中華人民共和国 3
ネパール 8 1
東ティモール 4
フィリピン 5
ブータン 1 1
ベトナム 8
マレーシア 3
ミャンマー 1
モルディブ 2
モンゴル 1
ラオス 8

■ アジア地域

■ 欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 1

国名 一般 シニア

キリバス 1
サモア 1
ソロモン 4
トンガ 3
バヌアツ 7
パプアニューギニア 3
パラオ 3
フィジー 3
マーシャル 1
ミクロネシア 4

■ 大洋州地域

国名 一般 シニア

チュニジア 2
モロッコ 1
ヨルダン 1

■ 中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2021年3月末現在、単位：人） 

現在の派遣国数

64カ国
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      派遣国の横顔
		  〜フィリピン〜
	 6	 計画・行政
	 	 さん（︎防災・災害対策・2018年度1次隊）

	 8	 農林水産
	 	 さん（家畜飼育・2018年度1次隊）

	 4	 JICA Volunteers’ Reports
	 	 ▶一時帰国した協力隊員たちで、派遣国に向けた動画メッセージを制作（日本）
	 	 ▶︎環境分野の協力隊経験者で海洋ゴミ問題に取り組む団体を設立（日本）

	 	 	 特集

      語学力向上のコツ
	 11	 　英語
	 	 さん（マラウイ・薬剤師・2017年度3次隊）

	 12	 　フランス語
	 	 さん（ベナン・コミュニティ開発・2018年度1次隊）

	 13	 　スペイン語
	 	 さん（パラグアイ・青少年活動・2018年度1次隊）

	 14	 　モンゴル語
	 	 さん（モンゴル・料理・2017年度3次隊）

	 15	 　テトゥン語
	 	 さん（東ティモール・番組制作・2018年度2次隊）

	 16	 　アラビア語
	 	 さん（ヨルダン・障害児・者支援・2018年度1次隊）

	 17	 　トク・ピシン語
	 	 さん（パプアニューギニア・PCインストラクター・2018年度1次隊）
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 12
防災・災害対策 6、36
番組制作 15
家畜飼育 8
青少年活動 13
環境教育 4、26
水泳 18
野球 32
PCインストラクター 17、24
教育行政・学校運営 20
料理 14、36
診療放射線技師 21
薬剤師 11、30
障害児・者支援 16

■国別索引 掲載ページ
エジプト 20
カンボジア 18
コロンビア 32
シリア 29
ドミニカ 36
パプアニューギニア 17
パラグアイ 13
東ティモール 15、30
フィリピン 6、8、36
ベナン 12
ボリビア 21
マラウイ 11、24
モザンビーク 4
モンゴル 14
ヨルダン 16

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 11
埼玉県 18
千葉県 30
東京都 6、17
長野県 14
富山県 28
三重県 12
大阪府 8、21、32
兵庫県 13
和歌山県 16
広島県 15
福岡県 20
熊本県 24

Contents

	 18	  “失敗”から学ぶ
	 	 さん（カンボジア・水泳・2017年度3次隊）

	 20	 希少職種図鑑
	 	 ▶教育行政・学校運営　 さん（シニア海外協力隊員／エジプト・2017年度3次隊）
	 	 ▶診療放射線技師　 さん（ボリビア・2018年度2次隊）

	 22	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 ボッチャ入門／スマホ撮影術をブラッシュアップ

	 24	 JICA Volunteers’ Before ▶ After 〜人生を変えた2年間〜
	 	 障害児・者の支援を行う会社の社員　 さん（マラウイ・PCインストラクター・2015年度派遣）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 環境教育隊員篇

	 28	 Pick Up OB・OG会
	 	 ▶青年海外協力隊富山県OB会
	 	 ▶シリアOV会

	 30	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 株式会社薬ゼミ情報教育センター 社員　 さん（東ティモール・薬剤師・2017年度1次隊）

	 32	 JOCV SPORTS NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「目覚め」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 ドミニカのソウルフード「ジャークチキン」

      派遣国の横顔
		  〜フィリピン〜
	 6	 計画・行政
	 	 さん（︎防災・災害対策・2018年度1次隊）

	 8	 農林水産
	 	 さん（家畜飼育・2018年度1次隊）

	 4	 JICA Volunteers’ Reports
	 	 ▶一時帰国した協力隊員たちで、派遣国に向けた動画メッセージを制作（日本）
	 	 ▶︎環境分野の協力隊経験者で海洋ゴミ問題に取り組む団体を設立（日本）

	 	 	 特集

      語学力向上のコツ
	 11	 　英語
	 	 さん（マラウイ・薬剤師・2017年度3次隊）

	 12	 　フランス語
	 	 さん（ベナン・コミュニティ開発・2018年度1次隊）

	 13	 　スペイン語
	 	 さん（パラグアイ・青少年活動・2018年度1次隊）

	 14	 　モンゴル語
	 	 さん（モンゴル・料理・2017年度3次隊）

	 15	 　テトゥン語
	 	 さん（東ティモール・番組制作・2018年度2次隊）

	 16	 　アラビア語
	 	 さん（ヨルダン・障害児・者支援・2018年度1次隊）

	 17	 　トク・ピシン語
	 	 さん（パプアニューギニア・PCインストラクター・2018年度1次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　
2
0
2
0
年
6
月
、
環
境
教
育
や
廃
棄
物
処
理

と
い
っ
た
環
境
分
野
の
職
種
で
協
力
隊
に
参
加

し
た
12
人
で
、「
海
洋
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
社
会
」
の
実

現
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
む
団
体
「
ク
リ
ー

ン
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
当
初
は
任
意
団
体
で
し
た
が
、
同
年
12
月

に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
法
人
格
を
取
得
。

計
画
で
事
業
の
柱
に
据
え
た
の
は
「
海
洋
ゴ
ミ

の
回
収
と
組
成
調
査
」「
海
洋
ゴ
ミ
削
減
に
向
け

た
啓
発
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動

を
進
め
る
の
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
現
在
ま
で
に
海
洋
ゴ
ミ
の
回
収
と
組
成
調
査

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
員
と
し
て
環
境
分
野
で
活
動
し
た
経

験
を
帰
国
後
に
生
か
し
た
い
と
い
う
希
望
が
団

体
立
ち
上
げ
の
出
発
点
で
す
が
、
海
洋
ゴ
ミ
に
着

目
し
た
の
は
、
世
界
中
で
深
刻
化
し
、
解
決
に
向

け
た
行
動
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
問
題
で

あ
る
こ
と
が
理
由
の
1
つ
で
す
。
も
う
1
つ
の
理

由
は
、
い
ず
れ
他
国
の
海
を
き
れ
い
に
す
る
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
日
本
と
そ
の
国
と
の

友
好
関
係
へ
の
貢
献
に
も
な
る
か
ら
で
す
。一
方
、

協
力
隊
経
験
者
た
ち
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
団
体

に
し
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
環
境
分
野
の
活

動
に
取
り
組
む
な
か
で
得
た
知
見
を
持
ち
寄
れ

ば
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
可
能
に
な
る
と
の
考

え
か
ら
で
し
た
。
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
は
、
協
力

隊
や
「
ア＊

フ
リ
カ
の
き
れ
い
な
街
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
接
点
が
あ
り
、
趣
旨
に
賛

同
し
た
協
力
隊
経
験
者
た
ち
で
す
。

　
当
団
体
の
最
初
の
活
動
と
な
っ
た
海
洋
ゴ
ミ

の
回
収
と
組
成
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
香
川
県

の
小
豆
島
の
海
岸
で
す
。
20
年
8
月
と
21
年
2
月

に
実
施
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
中
心
と
す
る
計

1
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
の
ゴ
ミ
を
回
収
し
ま

し
た
。
小
豆
島
を
選
ん
だ
の
は
、
潮
流
の
影
響
で

海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ゴ
ミ
が
多
い
も
の
の
、

地
形
上
、
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら
い
た
め
に
回
収
の
手

が
回
ら
な
い
場
所
が
多
い
こ
と
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
活
動
に
取
り
組
み
た
い
旨
の
相
談
を
地
元

の
町
役
場
や
漁
業
協
同
組
合
に
し
た
際
、
い
ず
れ

も
こ
の
問
題
へ
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
、

協
働
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と

と
か
ら
で
す
。
実
際
、
町
役
場
に
は
回
収
し
た
ゴ

ミ
を
役
場
の
焼
却
場
で
処
理
し
て
い
た
だ
き
、
漁

業
協
同
組
合
に
は
ゴ
ミ
回
収
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
の
考
え
に
寄

り
添
い
つ
つ
、
彼
ら
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
活
動
す
る
と
い
う
の
が
当
団
体
の
基
本

方
針
で
す
が
、
こ
れ
は
メ
ン
バ
ー
が
協
力
隊
活
動

で
そ
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
日
本
各
地
の
海
岸
や
海
上
へ
と
活
動

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
が
、
当

面
は
小
豆
島
で
の
実
践
を
続
け
、
ゴ
ミ
回
収
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ゴ
ミ
回

収
を
21
年
の
5
月
と
9
月
、
22
年
の
2
月
に
、
環

境
教
育
の
イ
ベ
ン
ト
を
21
年
7
月
に
横
浜
市
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
う
え
、
是
非
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影

響
に
よ
り
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
協
力
隊
員

た
ち
。
渡
航
が
再
開
さ
れ
た
2
0
2
0
年
11
月
以

降
、
派
遣
国
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
隊
員
も
い
る

一
方
で
、
再
派
遣
が
叶
わ
ず
に
任
期
を
終
え
た
隊

員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
す
ぐ
に
落
ち
着
き
、
派
遣
国
に
戻

れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
現
地
の
方
々
に
ち
ゃ

ん
と
し
た
挨
拶
も
せ
ず
に
帰
国
し
て
し
ま
っ

た
」。
そ
ん
な
後
悔
を
口
に
し
な
が
ら
も
、日
本
で

派
遣
国
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
前

を
向
い
て
歩
む
一
時
帰
国
隊
員
た
ち
の
姿
を
見

て
、
協
力
隊
員
と
派
遣
国
の
つ
な
が
り
を
な
く
し

て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、
何
か
し
な
け
れ
ば
と

感
じ
、
J
I
C
A
中
国
で
は
、
管
轄
す
る
5
県
の

一
時
帰
国
隊
員
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
派
遣
国
の

方
々
に
向
け
た
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
制
作
し
て

も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
21
年
3
月
に
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
を
申
し
出
て
く
れ
た
の
は
、
一
時
帰
国
し

た
14
人
の
協
力
隊
員
で
、
派
遣
国
は
計
10
カ
国
。

そ
れ
ぞ
れ
が
出
演
し
、
派
遣
国
で
使
用
し
て
い
た

言
語
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
た
5
分
程
度
の

動
画
を
制
作
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
せ

っ
か
く
地
元
で
制
作
す
る
の
だ
か
ら
、
派
遣
国
の

方
々
に
「
こ
こ
を
訪
れ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
し
よ
う
と
、
動
画
内
に

は
派
遣
国
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
県
の
歴
史
や
文
化
、
観
光
地
な
ど
の
紹
介

も
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
動
画
の
撮
影
・
編

集
を
行
っ
た
の
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
番
組
制
作

隊
員
と
し
て
活
動
し
た
後
、
J
I
C
A
中
国
に
勤

務
し
て
い
た
協
力
隊
経
験
者
で
す
。

　
撮
影
の
際
に
は
、
自
治
体
や
観
光
施
設
、
飲
食

店
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
協
力
隊
経
験
者
に
は
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
か
ら
」
と
積
極
的
に
撮
影
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
も
多
く
、
協
力
隊
員
は
海
外
だ
け

で
な
く
、
帰
国
後
に
日
本
も
元
気
に
し
て
い
る
の

だ
と
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
完
成
後
、
J
I
C
A
中
国

の
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
投
稿
し
、
協

力
隊
員
た
ち
か
ら
派
遣
国
の
方
々
に
動
画
の

U
R
L
を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
U
R
L
を
知

ら
せ
た
後
、
協
力
隊
員
た
ち
の
も
と
に
は
派
遣
国

か
ら
続
々
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
「
協
力
隊
員
の
現
在
の
元
気
な
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も
と
て
も
元
気

が
出
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、
い
か
に
彼

ら
が
現
地
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
重
要
な
存
在
だ
と

思
わ
れ
て
い
る
か
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
を
元
気
に
す
る
協
力
隊

員
が
、
派
遣
国
で
思
い
切
り
活
動
で
き
る
日
は
、

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Japan一時帰国した協力隊員たちで、
派遣国に向けた動画メッセージを制作

小豆島の南東部にある多尾海岸で、打ち上げられたゴミの回収と組成調査を行った代表理事の江川さん（右）、
理事の佐野さん（左）、内海漁業協同組合の代表理事・組合長の森さん

JICA中国のYouTubeチャンネル（右のQRコード）に投稿された動画メッセージ。
「設定」によって日本語の字幕を付けて観ることもできる

文＝ （JICA中国 市民参加協力課兼研修業務課職員）

環境分野の協力隊経験者で
海洋ゴミ問題に取り組む団体を設立
文＝ さん（モザンビーク・環境教育・2016年度3次隊／特定非営利活動法人クリーンオーシャンアンサンブル理事）

岡山県の観光名所、倉敷川で撮影を行うブータン隊員

回収したゴミを海路で運び出
す理事の さん（キルギ
ス・環境教育・2017年度2次
隊）

＊アフリカのきれいな街プラットフォーム…アフリカのゴミ問題に取り組むことを目的に、日本の環境省やJICAなどのイニシアチブで2017年に設立されたプラットフォーム。

Japan

制作の流れ

2020
年

8月頃 JICA中国で動画メッセージ制
作の企画が持ち上がる

10月頃 一時帰国隊員たちから参加者
を募集し、企画を協議

11月末 各県の自治体などとの調整を
した後、撮影を開始

12月末 各県での撮影が完了

2021
年

1月上旬 編集とナレーションの収録を
開始

3月上旬 完成。各派遣国に動画のURL
の送付を開始

団体概要

名　称 特定非営利活動法人
クリーンオーシャンアンサンブル

設　立 2020年6月（法人化は同年12月）

事務所
❶東京都千代田区平河町
1-6-15 USビル8F
❷香川県小豆郡小豆島町坂手甲985

代表者 （ブルキナファソ・環境教育・
2017年度2次隊）＝代表理事

連絡先
［電　話］070-8360-9815
［e-mail］clean.ocean.ensemble@
gmail.com

事　業

「海洋ゴミゼロの社会」の実現に向け、以
下の活動を実施
❶海洋ゴミの回収・調査
❷学校などでの環境教育活動（予定）

ウェブ
サイト



を
す
る
の
か
」と
詰
問
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
同

僚
た
ち
が
応
急
手
当
や
救
命
の
技
術
の
習
得
や
実
践

に
熱
心
に
な
れ
な
い
の
も
無
理
は
な
い
と
、北
村
さ

ん
は
こ
の
活
動
の
継
続
を
い
っ
た
ん
は
あ
き
ら
め

た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、パ
ン
プ
ロ
ナ
町
よ
り
は
る

か
に
規
模
の
大
き
な
自
治
体
の
救
急
を
見
学
し
た
こ

と
だ
。救
急
車
に
は
看
護
師
が
1
人
同
乗
し
、バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
を
と
っ
て
い
た
。救
急
車
に
同
乗
す
る
看

護
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
予
算
上
難
し
い
の
な
ら
、

や
は
り
同
僚
た
ち
が
搬
送
中
に
応
急
手
当
や
救
命
を

や
る
べ
き
だ
と
北
村
さ
ん
は
確
信
。そ
う
し
て
同
僚

た
ち
に
あ
ら
た
め
て
、「
同
じ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
で
、

あ
の
自
治
体
で
は
救
急
車
で
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
と

っ
て
い
た
。私
た
ち
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
ぜ
ひ
続
け
よ
う
」と
発

破
を
か
け
た
。す
る
と
同
僚
た
ち
は
よ
う
や
く
重
い

腰
を
上
げ
、救
急
車
で
は
少
な
く
と
も
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
を
と
り
、そ
の
結
果
を
搬
送
先
に
伝
え
る
よ
う

離
れ
た
村
も
多
く
、搬
送
先
は
隣
町
に
あ
る
1
軒
の

病
院
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、出
動
要
請
を
受
け
て

か
ら
搬
送
先
へ
送
り
届
け
る
ま
で
に
3
、4
時
間
も

か
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
。搬
送
中
に
止
血
な

ど
の
応
急
手
当
や
救
命
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、き
わ
め
て
必
要
性
が
高
か
っ
た
。

　
そ
の
点
に
つ
い
て
、配
属
先
の
上
司
は
看
護
師
の

経
験
者
で
あ
り
、理
解
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
北
村
さ
ん

は
、脈
や
血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
と
り
方

や
止
血
法
な
ど
、医
療
従
事
者
で
な
く
て
も
実
施
可

能
な
応
急
手
当
や
救
命
の
技
術
を
講
習
会
の
形
で
同

僚
た
ち
に
紹
介
。し
か
し
、そ
う
し
た
業
務
は
自
分
た

ち
が
手
を
出
す
領
域
で
は
な
い
と
い
う
意
識
が
同
僚

た
ち
に
は
あ
り
、習
得
や
実
践
は
な
か
な
か
進
ま
な

か
っ
た
。同
じ
よ
う
な
意
識
は
、搬
送
先
の
医
療
従
事

者
に
も
見
ら
れ
た
。北
村
さ
ん
が
救
急
車
に
同
乗
し

て
搬
送
を
手
伝
っ
た
際
、と
っ
て
お
い
た
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
の
記
録
を
搬
送
先
の
看
護
師
に
渡
し
た
と
こ

ろ
、「
な
ぜ
看
護
師
で
も
な
い
の
に
こ
う
い
う
こ
と

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、全
国
の
地
方
自
治
体
に
災
害

リ
ス
ク
軽
減
・
管
理
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
一
方
、

国
の
機
関
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
内
務
自
治
省
消
防
局

が
各
地
に
配
置
し
て
い
た
消
防
署
も
存
在
し
て
い

た
。パ
ン
プ
ロ
ナ
町
に
も
消
防
署
が
あ
り
、配
属
先
と

共
同
で
火
災
の
消
火
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。幸
運
だ
っ
た
の
は
、消
防
署
に
は
大
量
の
水
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
タ
ン
ク
車
が
あ
っ
た
こ
と
。配
属

先
の
消
防
車
と
消
防
署
の
タ
ン
ク
車
を
一
緒
に
出
せ

ば
、長
時
間
の
放
水
が
可
能
だ
っ
た
。そ
こ
で
北
村
さ

ん
は
、同
僚
だ
け
で
な
く
、消
防
署
に
配
置
さ
れ
て
い

た
職
員
も
交
え
て
、配
属
先
の
消
防
車
の
取
り
扱
い

方
を
身
に
つ
け
る
訓
練
を
実
施
。消
防
車
の
各
設
備

に
貼
ら
れ
て
い
た
名
称
は
す
べ
て
日
本
語
だ
っ
た
た

め
、そ
れ
を
す
べ
て
英
語
の
表
記
に
変
更
し
、各
バ
ル

ブ
に
開
閉
の
順
番
を
振
る
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し

た
。
す
る
と
、応
急
手
当
や
救
命
の
技
術
と
は
異
な

り
、彼
ら
に
は
当
初
か
ら
「
消
防
車
を
扱
う
の
は
我
々

だ
」と
い
う
自
負
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、北
村
さ
ん
の

任
期
が
後
半
に
入
る
こ
ろ
ま
で
に
は
、彼
ら
だ
け
で

配
属
先
の
消
防
車
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
経
つ
と
、搬
送
先
の
病
院
で

「
パ
ン
プ
ロ
ナ
町
の
災
害
リ
ス
ク
軽
減
・
管
理
事
務

所
は
優
秀
だ
。救
急
車
で
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
と
っ

て
い
る
」と
の
評
判
が
立
っ
た
。
そ
の
う
わ
さ
を
耳

に
し
た
同
僚
た
ち
は
、に
わ
か
に
意
欲
が
向
上
。バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
を
と
る
こ
と
を
徹
底
す
る
だ
け
で
な

く
、資
機
材
の
チ
ェ
ッ
ク
や
車
両
の
清
掃
な
ど
も
積

極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

消
防
車
の
取
り
扱
い
方
を
指
導

　

北
村
さ
ん
が
力
を
入
れ
た
も
う
1
つ
の
活
動
は
、

配
属
先
に
あ
っ
た
消
防
車
を
同
僚
た
ち
が
取
り
扱
え

る
よ
う
に
な
る
た
め
の
支
援
だ
。パ
ン
プ
ロ
ナ
町
の

火
災
の
大
半
は
、サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
を
収
穫
後
に
焼
畑

す
る
際
、風
の
影
響
で
住
宅
が
あ
る
場
所
ま
で
燃
え

広
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。逃
げ
遅
れ

に
よ
る
死
者
は
出
な
い
が
、住
宅
の
焼
失
は
住
民
に

と
っ
て
経
済
的
な
打
撃
が
大
き
か
っ
た
。配
属
先
に

あ
っ
た
消
防
車
は
消
火
栓
の
水
を
頼
り
に
す
る
タ
イ

プ
で
あ
り
、積
む
こ
と
が
で
き
る
水
は
10
分
ほ
ど
の

放
水
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、焼
畑
の
延
焼
の

対
処
に
は
向
い
て
い
な
か
っ
た
。

❶同僚などを対象に実施した、救急搬送で行うべき応急手当や救命の技術に関する講習会
❷配属先の消防車。任地では揚水の水源は川の水がメインだった
❸パンプロナ町の消防署にあった、大量に水を積むことができるタンクローリーで揚水を行う様子

　
北
村
さ
ん
の
任
地
は
、人
口
約
4
万
人
の
東
ネ
グ

ロ
ス
州
パ
ン
プ
ロ
ナ
町
。配
属
さ
れ
た
の
は
、防
災
事

業
を
所
管
す
る
町
役
場
の
災
害
リ
ス
ク
軽
減
・
管
理

事
務
所
だ
。防
災
事
業
の
機
能
強
化
を
地
方
自
治
体

に
義
務
付
け
る
災
害
リ
ス
ク
軽
減
・
管
理
法
が

2
0
1
0
年
に
施
行
さ
れ
た
の
を
受
け
て
設
置
さ
れ

た
機
関
で
、傷
病
者
を
病
院
に
搬
送
す
る
救
急
、火
災

の
消
火
な
ど
、日
本
で
は
消
防
署
が
担
当
す
る
業
務

を
行
っ
て
い
る
。配
置
さ
れ
て
い
た
職
員
は
、正
規
職

員
が
2
人
と
、臨
時
職
員
が
常
時
7
、8
人
。北
村
さ

ん
の
着
任
当
時
、救
急
車
と
消
防
車
が
1
台
ず
つ
あ

っ
た
。し
か
し
、同
僚
た
ち
に
は
救
急
車
で
の
搬
送
中

に
行
う
べ
き
応
急
手
当
や
救
命
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、消
防
車
は
日
本
か
ら
の
寄
贈
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
も
の
と
は
仕
様
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
。そ
う
し
た
な
か

で
北
村
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、応
急
手
当

や
救
命
、消
防
車
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
同
僚
た
ち

に
技
術
指
導
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

救
急
搬
送
時
の
対
処
を
拡
充

　
配
属
先
の
救
急
の
出
動
件
数
は
月
に
1
0
0
件
ほ

ど
。搬
送
者
で
多
か
っ
た
の
は
、交
通
事
故
で
怪
我
を

し
た
人
や
、す
ぐ
に
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
必
要
な

状
態
と
な
っ
た
妊
婦
だ
っ
た
。問
題
は
、配
属
先
か
ら

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

■ PROFILE
1982年生まれ、東京都出身。大学卒業後、
消防士として市の消防署に勤務。2018年7
月、青年海外協力隊員としてフィリピンに赴任

（現職参加）。20年3月に一時帰国。同年5
月に任期を終了し、復職。

■ 活動概要
東ネグロス州パンプロナ町の町役場災害リス
ク軽減・管理事務所に配属され、主に以下
の活動に従事。
●同僚などを対象とする、応急手当・救命・
消防車の取り扱いに関する技術指導
●村の自治組織を対象とする、応急手当・救
命・災害対応に関する技術指導

Field1
計画・行政

町
役
場
に
配
属
さ
れ
、

救
急
や
火
災
の
消
火
な
ど
の

技
術
指
導
に
従
事

救
急
、
火
災
の
消
火
、
災
害
や
事
故
で
の
救
助
な
ど
を
担
う
地
方
自
治
体
の
機
関
に
配
属
さ

れ
た
北
村
さ
ん
。
同
僚
た
ち
に
専
門
技
術
が
不
足
し
て
い
た
な
か
、現
場
の
優
先
度
が
高
か
っ

た
救
急
車
の
中
で
の
応
急
手
当
や
救
命
の
技
術
な
ど
を
伝
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

任地ひと口メモ

〈パンプロナ町〉

町が位置するネグロス島はサトウキビの栽培が盛んな地域
で、「シュガーアイランド」とも呼ばれる。写真は、その焼畑によ
る火災の消火を行っている様子

右：現地で一般的なジプニーと呼ばれる乗合バス
左：現地のパーティーの食卓。バナナの葉の上にさまざまな料
理が並べられる

フ リィ ピ ン

さん
（防災・災害対策・2018年度1次隊）
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こ
で
國
澤
さ
ん
は
、講
習
会
で
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
の
1

つ
と
し
て
、出
産
間
隔
の
管
理
方
法
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
日
本
の
酪
農
家
は
、繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ノ
ー

ト
、黒
板
な
ど
に
発
情
徴
候
の
確
認
結
果
を
出
産
日

や
種
付
け
の
日
な
ど
と
共
に
記
録
し
て
い
き
、出
産

間
隔
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ノ
ー
ト
の
使
用

は
す
で
に
配
属
先
が
推
奨
し
て
い
た
も
の
の
、実
践

し
て
い
る
酪
農
家
は
少
な
か
っ
た
。そ
こ
で
國
澤
さ

ん
は
、比
較
的
実
践
が
容
易
な
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
の

導
入
を
勧
め
る
た
め
、日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
タ
ガ
ロ
グ
語
版
を
つ
く
り
、

指
導
対
象
の
酪
農
家
に
配
布
し
た
。

■
栄
養
の
管
理　
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
で
は
、乳
用
水

牛
の
餌
と
し
て
飼
料
用
の
牧
草
や
稲
わ
ら
な
ど
を
利

用
し
て
い
る
が
、乾
期
に
は
特
に
牧
草
な
ど
が
不
足

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、稲
わ
ら
だ
け
で
は
不

足
し
て
し
ま
う
栄
養
素
を
補
う
た
め
、手
づ
く
り
で

き
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
つ
く
り
方
を
講
習
会
で
紹

介
。現
地
で
入
手
可
能
な
糖
蜜
な
ど
を
材
料
と
す
る

「
尿
素
糖
蜜
ブ
ロ
ッ
ク
」と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
職
員
が
各
酪
農
家
を
巡

回
し
て
い
た
。そ
の
際
、酪
農
家
が
直
面
し
て
い
る
問

題
へ
の
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
は
あ
っ

た
が
、重
要
な
技
術
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
説
明
す
る

余
裕
は
な
か
っ
た
。そ
こ
で
國
澤
さ
ん
は
、2
つ
の
酪

農
業
協
同
組
合
で
毎
月
1
回
ず
つ
講
習
会
を
開
き
、

聞
き
取
り
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
の
解
決
に

必
要
な
技
術
を
伝
え
て
い
っ
た
。対
象
と
し
た
組
合

に
所
属
し
て
い
た
酪
農
家
が
飼
っ
て
い
た
水
牛
は
、

1
頭
か
ら
十
数
頭
。以
下
は
講
習
会
で
扱
っ
た
ト
ピ

ッ
ク
の
一
例
で
あ
る
。

■
出
産
間
隔
の
管
理　
乳
用
水
牛
の
出
産
間
隔
が
長

す
ぎ
る
た
め
、乳
の
生
産
性
が
低
く
な
っ
て
い
た
組

合
員
が
多
か
っ
た
。出
産
間
隔
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
は
、種
付
け
が
可
能
な
発
情
の
訪
れ
を
見
逃
さ

な
い
た
め
、発
情
徴
候
の
確
認
を
習
慣
化
し
、記
録
す

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。と
こ
ろ
が
國
澤
さ
ん
の
着
任

当
時
、そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
酪
農
家
は
一
部
に
限

ら
れ
、実
践
し
て
い
な
い
酪
農
家
よ
り
や
は
り
生
産

性
が
高
い
こ
と
が
聞
き
取
り
調
査
で
わ
か
っ
た
。そ

は
、「
飼
養
方
法
を
ど
う
変
え
れ
ば
、ど
れ
く
ら
い
の

収
入
増
に
な
る
か
」を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
プ
レ

ゼ
ン
資
料
を
つ
く
り
、組
合
で
行
う
講
習
会
で
活
用

す
る
よ
う
に
し
た
。例
え
ば
、出
産
間
隔
を
縮
め
る
方

法
を
伝
え
る
際
は
、出
産
間
隔
の
違
い
に
よ
っ
て
一

定
期
間
に
得
ら
れ
る
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
変
わ
る
の

か
を
、棒
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
視
覚
資
料
に
よ
っ
て
「
見

え
る
化
」し
た
。

　
手
応
え
を
感
じ
た
の
は
、同
僚
が
定
期
巡
回
で
と

っ
た
デ
ー
タ
を
酪
農
家
ご
と
に
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
、彼
ら
に
提
供
し
た
こ
と
だ
。そ
こ
に
は
、飼
っ
て

い
る
水
牛
ご
と
の
前
月
と
今
月
の
乳
量
、お
よ
び
今

月
の
乳
房
炎
の
状
態
な
ど
も
表
に
し
て
記
載
。す
る

と
、乳
房
炎
の
悪
化
が
乳
量
の
低
下
に
影
響
し
て
い

る
こ
と
を
直
観
的
に
理
解
し
、國
澤
さ
ん
が
紹
介
し

た
飼
養
の
改
善
方
法
を
実
践
し
て
く
れ
る
農
家
も
現

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

改
善
の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
工
夫

　
任
期
が
2
年
間
と
限
ら
れ
て
い
る
協
力
隊
員
が
酪

農
技
術
の
指
導
を
す
る
場
合
、紹
介
す
る
技
術
の
メ

リ
ッ
ト
を
対
象
の
酪
農
家
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
宿
命
的
な
困
難
が
あ
る
。水
牛

の
出
産
間
隔
を
縮
め
る
程
度
に
は
限
界
が
あ
る
。そ

の
た
め
、出
産
間
隔
を
縮
め
る
方
法
を
紹
介
し
て
も
、

國
澤
さ
ん
の
任
期
中
に
そ
れ
を
実
践
し
、収
入
が
向

上
し
た
と
い
う
具
体
的
な
実
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

に
至
る
に
は
、運
が
良
く
な
け
れ
ば
叶
わ
な
い
。

　
活
動
開
始
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
で

は
、8
割
の
酪
農
家
が
「
特
に
不
都
合
は
感
じ
て
い

な
い
」と
回
答
し
た
。実
態
を
聞
き
出
す
と
、乳
量
を

よ
り
増
や
す
余
地
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
が
、酪

農
家
た
ち
は
自
分
が
飼
う
水
牛
の
能
力
を
客
観
的
に

評
価
す
る
術
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。そ
こ
に

問
題
の
根
本
的
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
た
國
澤
さ
ん

■ PROFILE
1984年生まれ、大阪府出身。大学卒業後、
畜産関連団体に勤務。2018年7月、青年
海外協力隊員としてフィリピンに赴任。20年
3月に一時帰国し、同年7月に任期を終了。

■ 活動概要
フィリピン農業省の付属機関であるフィリピン
水牛センターに配属され、乳用水牛に関する
主に以下の活動に従事。
●酪農業協同組合への飼養技術の指導
●配属先への繁殖技術の紹介

Field2
農林水産

　
國
澤
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
農

業
省
に
付
属
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
水
牛
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、「
セ
ン
タ
ー
」）。水
牛
に
よ
る
酪
農
の
普
及
や
生

産
性
向
上
を
目
的
と
す
る
事
業
を
担
う
機
関
で
あ

る
。國
澤
さ
ん
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
セ
ン
タ

ー
」が
あ
る
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
の
酪
農
家
に
水
牛
の

飼
養
技
術
の
指
導
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
な
ど
の
乳
用
牛
は
暑
さ
に
弱
い
た

め
、フ
ィ
リ
ピ
ン
は
そ
の
飼
養
に
向
か
な
い
。水
牛
は

暑
い
気
候
で
も
飼
養
で
き
る
が
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

伝
統
的
に
も
っ
ぱ
ら
耕
作
な
ど
の
役
用
で
飼
わ
れ
て

き
た
。し
か
し
、農
業
用
機
械
の
普
及
と
共
に
、徐
々

に
そ
の
存
在
意
義
も
低
下
。そ
う
し
た
な
か
、役
用
水

牛
の
乳
用
へ
の
転
換
を
促
し
、水
牛
乳
生
産
に
よ
る

農
家
の
収
入
向
上
を
図
る
施
策
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府

が
始
め
た
の
は
1
9
9
0
年
代
。「
セ
ン
タ
ー
」も
そ

の
一
環
で
設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。

　
乳
用
の
動
物
は
、出
る
乳
の
量
が
多
く
な
る
よ
う

品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
が
望
ま
し
く
、純
系
種
の
雌

雄
か
ら
生
ま
れ
る
雌
の
ほ
う
が
出
る
乳
の
量
は
は
る

か
に
多
い
。そ
こ
で
「
セ
ン
タ
ー
」は
現
在
、雌
の
乳

用
水
牛
を
貸
し
出
し
つ
つ
、純
系
種
の
雄
の
精
子
で

の
人
工
授
精
を
引
き
受
け
た
り
、純
系
種
の
雄
を
種

牛
と
し
て
貸
し
出
し
た
り
し
て
い
る
。出
産
す
れ
ば

乳
が
出
る
よ
う
に
な
る
一
方
、産
ま
れ
る
水
牛
は
乳

用
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、乳
用
水
牛
の
頭
数

も
増
え
る
。産
ま
れ
た
水
牛
の
所
有
権
は
「
セ
ン
タ

ー
」と
農
家
に
半
分
ず
つ
帰
属
。
農
家
が
希
望
す
れ

ば
、農
家
が
持
つ
所
有
権
を
「
セ
ン
タ
ー
」が
買
い
取

っ
て
い
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
冷
蔵
庫
の
普
及
率
が
さ
ほ
ど
高
く

は
な
い
た
め
、牛
や
水
牛
の
乳
の
一
般
家
庭
で
の
消

費
は
、生
の
乳
よ
り
も
粉
ミ
ル
ク
や
チ
ー
ズ
な
ど
に

加
工
し
た
も
の
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。特
に
水
牛
乳

は
乳
脂
肪
分
が
牛
乳
の
2
倍
以
上
も
あ
り
、加
工
に

向
い
て
い
る
。ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
の
水
牛
の
酪
農
家

は
、主
に
酪
農
業
協
同
組
合
単
位
で
水
牛
乳
や
そ
の

加
工
品
の
販
売
を
し
て
い
た
が
、水
牛
乳
の
主
な
販

売
先
の
1
つ
だ
っ
た
の
は
食
品
加
工
会
社
だ
。も
う

1
つ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
。栄
養
政
策
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
、小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
牛
乳
を

配
る
事
業
で
使
う
た
め
の
買
い
上
げ
で
あ
る
。

聞
き
取
り
調
査
で
ニ
ー
ズ
を
把
握

　
國
澤
さ
ん
は
着
任
す
る
と
ま
ず
、「
セ
ン
タ
ー
」に

近
い
酪
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員
を
回
っ
て
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、飼
っ
て
い
る
水
牛
の
頭
数
、牛
舎
の

様
子
や
使
っ
て
い
る
飼
料
、搾
乳
の
方
法
な
ど
飼
養

の
実
態
を
把
握
。「
セ
ン
タ
ー
」で
は
、乳
量
や
繁
殖

水
牛
の
酪
農
家
を
対
象
に
、

聞
き
取
り
調
査
で
把
握
し
た

飼
養
の
課
題
解
決
を
支
援

水
牛
の
酪
農
の
活
性
化
に
取
り
組
む
政
府
機
関
に
配
属
さ
れ
た
國
澤
さ
ん
。

着
任
早
々
に
酪
農
家
を
回
っ
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
講
習
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
技
術
を
伝
え
て
い
っ
た
。

任地ひと口メモ

〈ヌエバエシハ州〉

州の農村部に広がる田んぼ。主食はコメで、道の右側には収
穫したコメが広げられ、天日干しされている

飼育する水牛の搾乳をする國澤さんの任地の酪農家上：伝える技術のメリットが直観できるよう「見える化」したプレゼン資料を
使って酪農技術の講習を行う國澤さん
下：國澤さんが行った尿素糖蜜ブロックのつくり方を伝える講習会の様子

右：現在も使われている役用水牛で除草作業をしている様子
左：「イハウイハウ」と呼ばれる豚肉、鶏の脚・腸・レバーなどの
炭火焼きが楽しめる屋台

8ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 59 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 5

さん
（家畜飼育・2018年度1次隊）



英 語
話
に
付
き
合
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
現
地
の
友
人
を

つ
く
る
こ
と
は
、英
語
力
向
上
の
近
道
だ
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
赴
任
し
て
ま
も
な
い
時
期
に
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
入
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
、そ
こ
で
気
が
合
う
友
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
友
人
を
得
る
た
め
に
は
、
相
手

か
ら
話
し
か
け
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
、努
め
て
笑

顔
で
い
る
こ
と
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

任
地
の
自
宅
で
の
生
活
を
英
語
ま
み
れ
に
し
た

の
も
有
効
で
し
た
。
私
の
自
宅
は
テ
レ
ビ
を
観
る

こ
と
が
で
き
ず
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
不
安
定
だ
っ

た
の
で
、i
P
o
d
を
ス
ピ
ー
カ
ー
に
繋
げ
て
音
楽

を
聴
く
こ
と
が
数
少
な
い
娯
楽
の
1
つ
で
し
た
。

そ
こ
で
、
聴
く
音
楽
は
英
語
の
も
の
に
し
、
さ
ら
に

音
楽
の
合
間
に
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
教
材
を
流
す

よ
う
に
し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
語
句
で
覚

え
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
も
の
を
紙
に
書

き
、
壁
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
努

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

派
遣
前
訓
練
で
は
、も
っ
と
も
レ
ベ
ル
が
低
い
ク

ラ
ス
に
振
り
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
検
定
試
験
の
点

数
が
応
募
で
き
る
ラ
イ
ン
を
ぎ
り
ぎ
り
ク
リ
ア
す

る
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の
で
、事
前
に
自
習
を
試
み
た
も

の
の
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
訓

練
は
な
ん
と
か
乗
り
切
り
ま
し
た
が
、赴
任
後
も
当

初
は
自
分
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
同

僚
は
日
本
人
の
英
語
力
が
低
い
こ
と
を
承
知
の
う

え
で
接
し
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
し
た
が
、よ
そ

で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
銀
行
で
お
金

を
下
ろ
す
際
、手
続
き
の
説
明
が
聞
き
取
れ
な
い
た

め
、
し
ま
い
に
「
あ
な
た
は
病
気
？
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

−

赴
任
当
初
に
行
っ
た
英
語
力
向
上
の
た
め
の

対
策
で
有
効
だ
っ
た
の
は
？

　

た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
も
嫌
な
顔
を
せ
ず
に
会

を
気
に
せ
ず
思
い
つ
く
ま
ま
に
伝
え
た
い
こ
と
を

英
語
で
表
現
し
て
み
る
。
そ
う
し
て
あ
る
程
度
話

す
内
容
が
見
え
て
き
た
ら
、時
間
を
決
め
て
そ
れ
に

収
ま
る
よ
う
調
節
し
て
み
た
り
、発
表
者
と
質
問
者

の
2
役
を
演
じ
て
み
た
り
す
る
。
私
は
フ
ラ
ン
ス

語
な
ま
り
の
英
語
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
、そ
の
よ
う
な
英
語
を
話
し
て
い
る
動

画
を
参
考
に
す
る
な
ど
し
て
、プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
の

や
る
気
を
高
め
ま
し
た
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
よ
う
に
応
募
時
の
英
語
力
が
最
下
位
レ
ベ

ル
の
人
は
、派
遣
前
訓
練
か
ら
相
当
苦
労
す
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
私
で
さ
え
帰
国
後
に
国
際
N
G
O

の
職
員
と
し
て
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
ま
で
語
学
力
が
伸
び
ま
し
た
。
重
要
な

の
は
、
覚
悟
を
決
め
て
日
々
、
勉
強
に
励
み
続
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

力
の
障
壁
は
「
恥
ず
か
し
さ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
現

地
の
友
人
を
自
宅
に
招
い
た
際
、ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

リ
ス
ニ
ン
グ
教
材
が
流
れ
出
し
て
か
ら
か
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雨
期
は
雨
音
が
大
き
い
の
で
、

近
所
の
人
に
聞
か
れ
る
こ
と
を
心
配
せ
ず
に
大
声

で
英
語
の
歌
を
歌
う
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
そ
う
し

た
生
活
を
1
年
ほ
ど
続
け
た
と
こ
ろ
、
活
動
中
、
切

羽
詰
ま
っ
た
状
況
で
と
っ
さ
に
英
語
の
フ
レ
ー
ズ

が
出
て
く
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

−

そ
の
後
、英
語
力
を
さ
ら
に
上
げ
る
た
め
の
勉

強
な
ど
は
行
い
ま
し
た
か
。

　

同
僚
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
の
や
り
方
を
、事
前
に

台
本
を
つ
く
っ
て
読
み
上
げ
る
も
の
か
ら
、台
本
を

つ
く
ら
ず
に
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
話
す
も
の
へ

と
変
え
、
そ
の
た
め
の
練
習
を
日
々
重
ね
た
こ
と

で
、
英
語
力
が
か
な
り
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

練
習
は
い
つ
も
2
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
ら
、ま
ず
は
時
間

異文化社会に入り込み、現地の人と活動や生活を共に

するJICA海外協力隊にとって、語学力は活動や生活

の充実度を左右する重要な要素だ。どのような勉強方

法が語学力向上に有効なのか。協力隊経験者の事例か

らそのヒントをピックアップしてみた。

語学力向上
のコツ

英語（マラウイ）

P11

フランス語（ベナン）

P12

アラビア語（ヨルダン）

P16

テトゥン語（東ティモール）

P15

トク・ピシン語（パプアニューギニア）

P17
スペイン語（パラグアイ）

P13

モンゴル語（モンゴル）

P14

■協力隊活動
ルンピ県の県病院に配属され、主に
以下の活動に従事。
●院内薬局の業務支援
●5S活動の定着支援

■プロフィール
1987年生まれ、北海道出身。大学
の薬学部を卒業後、薬剤師として薬
局と病院に勤務。2018年1月、青年
海外協力隊員としてマラウイに赴任。
20年1月に帰国。現在は国際NGO
のアフリカでの事業に従事。

英語漬けの環境
をつくる

話： さん
マラウイ・薬剤師・2017年度3次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：英語
●現地語学訓練で学んだ言語：トゥンブカ語

約束の時間が過ぎても現地の人が姿を見せないのはよくあること。そこで

電話を掛けると、決まってこんなフレーズが出てきました。額面どおりに受け

取ってはいけません。30分経ってもやって来ないのはざらでした。ようやく

到着したときに口にする遅刻の言い訳も、いつもなかなか秀逸でした。

耳に残る言葉

配属先の院内薬局の同僚
たちと。佐藤さんの働きか
けにより、「時間を守る部
署」としてマラウイ政府から
表彰されるまでになった

トゥー・ミニッツ

「2 minutes!」
あと 2 分だ！

英語の語句を紙に書
いて壁に貼った、佐藤
さんの協力隊時代の
自宅

特  集

特  集 語学力向上のコツ

10ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 511 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 5



フランス語
ン
ス
語
を
話
せ
る
近
所
の
人
に
ア
ニ
語
の
通
訳
を

し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、お
願
い
し
た
人
の
フ
ラ

ン
ス
語
力
も
私
の
よ
う
に
低
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、通
訳
を
介
し
た
聞
き
取
り
も
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

−

語
学
に
ま
つ
わ
る
そ
う
し
た
困
難
に
対
し
、そ

の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
た
か
。

　

ア
ニ
語
の
勉
強
を
始
め
た
の
で
す
が
、す
ぐ
に
活

動
で
使
え
る
だ
け
の
レ
ベ
ル
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
村
落
部
の
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
際
は
、
と
き
お
り
ア
ニ
語
を
混
え
つ
つ
も
、

彼
ら
が
わ
か
る
語
句
に
絞
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
ベ

ー
ス
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、こ
の
方
法
は

有
効
で
し
た
。
保
健
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
て
私
が
主
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

「
お
か
ら
」
を
使
っ
た
料
理
を
普
及
さ
せ
る
活
動
で

す
。
任
地
で
は
豆
腐
の
よ
う
な
料
理
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、そ
の
過
程
で
出
る
お
か
ら
は
捨
て

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

フ
ラ
ン
ス
語
は
一
か
ら
学
ぶ
言
語
だ
っ
た
の
で
、

あ
る
程
度
自
習
し
て
か
ら
派
遣
前
訓
練
に
入
っ
た

と
こ
ろ
、
上
位
の
ク
ラ
ス
で
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

赴
任
時
は
読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
の
す
べ
て

が
苦
手
と
い
う
状
態
で
し
た
。

−

語
学
力
不
足
は
当
初
、活
動
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　

求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
村
落
部
で
保
健
活
動
を

行
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、着
任
す
る
と
ま
ず
は
村
落

部
を
回
っ
て
保
健
に
関
す
る
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
村
落

部
の
住
民
が
普
段
使
っ
て
い
る
の
は
現
地
語
の
ア

ニ
語
で
、公
用
語
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
苦
手
と
い
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
自

身
の
フ
ラ
ン
ス
語
力
の
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、フ
ラ

ン
ス
語
で
の
聞
き
取
り
は
難
航
し
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
語
が
特
に
苦
手
な
人
へ
の
聞
き
取
り
は
、フ
ラ

表
現
な
ど
も
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
同
僚
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
を
抱

え
て
忙
し
く
、お
か
ら
料
理
の
講
習
会
に
同
行
し
て

も
ら
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、村
の
保
健

セ
ン
タ
ー
の
職
員
な
ど
は
台
本
や
教
材
の
添
削
を

快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
配
属

先
が
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る
協
力
隊
員
は
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
添
削
に
つ
い
て
は
遠
慮

せ
ず
に
現
地
の
人
た
ち
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
同
じ
任
地
の
人
で
も
、
年
代
や
受
け
て

き
た
教
育
な
ど
に
よ
っ
て
語
学
力
は
さ
ま
ざ
ま
な

は
ず
で
す
の
で
、添
削
は
で
き
る
だ
け
多
様
な
人
に

お
願
い
す
る
の
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
る
か
、
家
畜
の
餌
に
さ
れ
る
か
し
て
い
た
の

で
、そ
れ
を
活
用
し
て
タ
ン
パ
ク
質
や
食
物
繊
維
の

摂
取
量
を
増
や
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し
た
。

村
落
部
の
住
民
に
お
か
ら
料
理
を
紹
介
す
る
た
め

に
開
く
講
習
会
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
台
本
や
教
材
は
事
前
に
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
見
せ
、村
落
部
の
住
民
が
わ
か
る
よ
う
な

レ
ベ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
修
正
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
多
様
な
意
見
を
集
め
た
い
と
思
っ
た
の
で
、
添

削
は
あ
え
て
ほ
か
の
人
が
通
る
よ
う
な
場
所
で
行

っ
て
も
ら
い
、
通
り
が
か
っ
た
人
に
も
声
を
か
け
、

台
本
や
教
材
で
使
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
法
を
と
っ

た
こ
と
で
、受
講
者
に
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
い
講

習
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
私
自

身
の
フ
ラ
ン
ス
語
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
添
削
し
て
も
ら
う
際

に
、現
地
の
人
た
ち
か
ら
よ
り
意
味
が
通
り
や
す
い

■協力隊活動
ドンガ県バシラ市ペネスル区の区役
所に配属され、栄養改善を目的にお
から料理や乾燥おからを普及させる
活動に従事。

■プロフィール
1992年生まれ、三重県出身。大学
卒業後、民間企業に勤務。2018年
7月、青年海外協力隊員としてベナン
に赴任。20年3月に一時帰国し、同
年7月に任期終了。現在はまちづくり
に関する仕事に携わっている。

活動資料の添削を
現地の人に依頼

話： さん
ベナン・コミュニティ開発・2018年度1次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：フランス語
●現地語学訓練で学んだ言語：フランス語

おからはフランスで「pulpe de soja（大豆の果肉）」と呼ばれますが、

任地ではこの言葉は知られておらず、代わりに「déchet de soja（大豆

のごみ）」と呼ばれていました。日本では「栄養価が高い」という良いイメー

ジがありますが、任地では家畜の餌。もっともな表現なのだと思いました。

耳に残る言葉

乳児のワクチン接種のため
に集まった村落部の女性た
ちに、おから料理の紹介を
する山田さん

講習会のために準備した台本

デシェ・ドゥ・ソジャ

「déchet de soja」
大豆のごみ

講習会の教材を現
地の人に添削して
もらっている様子

スペイン語
し
て
し
ま
い
、先
の
話
に
ま
っ
た
く
付
い
て
い
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

−

語
彙
を
増
や
す
た
め
の
対
策
で
有
効
だ
っ
た

の
は
？

　

現
地
の
人
と
一
対
一
で
会
話
し
て
い
る
と
き
に

わ
か
ら
な
い
単
語
が
出
て
き
た
ら
、そ
の
場
で
相
手

に
意
味
を
尋
ね
た
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
会
話
を

録
音
し
て
お
い
て
後
で
辞
書
で
調
べ
た
り
と
い
っ

た
こ
と
を
地
道
に
続
け
た
結
果
、徐
々
に
語
彙
は
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

−

そ
の
後
、ス
ペ
イ
ン
語
力
を
さ
ら
に
上
げ
る
た

め
の
勉
強
な
ど
は
行
い
ま
し
た
か
。

　

保
健
・
医
療
分
野
の
協
力
隊
員
で
、ス
ペ
イ
ン
語

力
の
向
上
が
顕
著
に
速
か
っ
た
人
が
い
た
の
で
、そ

の
秘
訣
を
探
っ
た
と
こ
ろ
、週
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で

啓
発
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
も
赴
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ

た
こ
ろ
か
ら
、ス
ペ
イ
ン
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
機

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

ス
ペ
イ
ン
語
は
初
め
て
学
ぶ
言
語
だ
っ
た
の
で
、

選
考
試
験
に
合
格
し
た
後
、ス
ペ
イ
ン
語
が
で
き
る

知
人
に
少
し
習
う
な
ど
し
て
お
い
た
も
の
の
、上
達

し
た
実
感
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
派
遣
前
訓
練
に

入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
訓
練
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
ス
ム
ー
ズ
に
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
派
遣
前
訓
練
の
間

の
上
達
で
も
っ
と
も
効
果
が
あ
っ
た
勉
強
法
は

「
音
読
」
で
す
。
訓
練
所
の
語
学
の
先
生
に
勧
め
ら

れ
、
毎
晩
、
そ
の
日
の
授
業
で
発
音
を
学
ん
だ
語
句

や
文
を
1
〜
2
時
間
か
け
て
繰
り
返
し
音
読
す
る

と
い
う
習
慣
を
続
け
た
の
で
す
が
、特
に
リ
ス
ニ
ン

グ
能
力
の
上
達
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
派
遣
前
訓
練
で
学
ぶ
語
彙
だ
け
で
は

や
は
り
足
り
ず
、赴
任
し
た
当
初
は
語
彙
の
乏
し
さ

が
一
番
の
ネ
ッ
ク
で
し
た
。
複
数
人
で
の
会
話
で

わ
か
ら
な
い
単
語
が
1
つ
出
て
き
た
と
た
ん
動
揺

の
で
す
。
そ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
の
会

話
で
使
え
る
汎
用
性
の
高
い
表
現
な
の
で
、プ
レ
ゼ

ン
で
使
っ
た
後
は
意
識
し
て
ほ
か
の
場
面
で
も
使

い
、技
能
の
定
着
を
図
り
ま
し
た
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

派
遣
前
訓
練
の
ス
ペ
イ
ン
語
の
恩
師
に
い
た
だ

い
た
「
音
読
が
重
要
」
と
い
う
助
言
は
、
今
振
り
返

っ
て
も
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
恩
師

は
「
た
だ
音
読
す
る
だ
け
で
な
く
、で
き
る
だ
け
速

く
音
読
で
き
る
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
も
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
言
え
る
も
の

は
聞
き
取
れ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
教
え
で
あ
り
、
実

際
、私
は
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習
で
現
地
の
人
た
ち
と
同

じ
よ
う
な
速
さ
で
話
す
練
習
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、赴

任
の
約
1
年
後
に
は
現
地
の
人
が
通
常
の
速
さ
で

話
す
ス
ペ
イ
ン
語
が
8
割
方
は
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

会
が
訪
れ
た
際
、同
時
に
ス
ペ
イ
ン
語
力
の
向
上
に

も
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
、台
本
づ
く
り
や
そ
の
発
音

の
練
習
に
時
間
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
す

る
と
任
期
の
半
ば
に
は
、同
僚
に
「
ス
ペ
イ
ン
語
力

が
ず
い
ぶ
ん
向
上
し
た
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

−

プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

進
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

「
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
言
い

回
し
、意
味
は
わ
か
る
け
れ
ど
も
普
段
の
会
話
で
は

ま
だ
自
然
に
出
て
く
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い

言
い
回
し
を
、
意
識
し
て
台
本
に
盛
り
込
み
、
そ
の

発
音
練
習
を
繰
り
返
し
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

台
本
を
つ
く
っ
た
ら
現
地
の
人
に
読
み
上
げ
て
も

ら
い
、そ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
録
音
し
て
発
音

の
モ
デ
ル
と
し
ま
し
た
。
意
識
し
て
盛
り
込
ん
だ

言
い
回
し
の
中
心
は
、「
〜
を
通
し
て
」
や
「
〜
の

問
題
に
つ
い
て
は
」
な
ど
、
文
と
文
を
つ
な
げ
る
も

■協力隊活動
NGO「クレセール」（グアイラ県）に
配属され、主に以下の活動に従事。
●小学校での算数や体育の授業の
実施
●高校生や大学生を対象とする英
語講座の実施
●女性を対象とするズンバの指導

■プロフィール
1986年生まれ、兵庫県出身。大学
卒業後、中学校の英語科教諭と小
学校教諭を7年間務める。2018年
7月、青年海外協力隊員としてパラグ
アイに赴任。20年3月に一時帰国し、
同年7月に任期終了。現在はJICAの
国際協力推進員（京都府担当）。

プレゼンの準備を
語学力向上の機会に

話： さん
パラグアイ・青少年活動・2018年度1次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：スペイン語
●現地語学訓練で学んだ言語：スペイン語

同僚などに活動でうまくいかないことについて相談した際によく返ってきた

言葉です。パラグアイではこの表現が使われていましたが、正式な表現は

「nada más」です。「そんなにがんばらなくても大丈夫」という、のんびり

として寛容なパラグアイ人の姿勢が表れている言葉だと感じました。

耳に残る言葉

小学校の体育授業でソー
ラン節を教える畑中さん

畑中さんの語学学習用ノート

協力隊員たちで開いた「日本祭
り」で、日本食の栄養についてプ
レゼンする畑中さん。スペイン語
力の向上にもつなげるため、準備
に時間をかけたプレゼンの1つだ

アスィ・ノ・マス！

「Así no más!」
そのままでいいよ！

特  集 語学力向上のコツ
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モンゴル語テトゥン語

日本語の授業を担当し
互いの言語を学び合う

話： さん
東ティモール・番組制作・2018年度2次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：テトゥン語
●現地語学訓練で学んだ言語：テトゥン語

小御門さんが語学の勉強に使ったノート
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
公
用

語
の
テ
ト
ゥ
ン
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、支
配
や

侵
略
を
受
け
た
歴
史
か
ら
公
用
語
と
な
っ
て
い
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
語
句
を
混

ぜ
て
使
う
人
が
お
り
、そ
れ
ら
に
関
す
る
語
彙
力
が

圧
倒
的
に
足
り
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、

話
す
・
書
く
と
い
う
「
発
す
る
こ
と
」
は
あ
る
程

度
こ
な
せ
た
も
の
の
、聞
く
・
読
む
と
い
う
「
受
け

取
る
こ
と
」
が
満
足
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

−

語
彙
力
向
上
に
有
効
だ
っ
た
対
策
は
？

　

同
僚
と
の
会
話
で
わ
か
ら
な
い
語
句
が
出
て
き

た
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
モ
し
て
お
き
、後
で
辞

書
で
調
べ
た
り
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
に
尋
ね

た
り
し
ま
し
た
。
当
初
は
同
僚
も
私
が
わ
か
ら
な

い
語
句
に
つ
い
て
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
く
れ
た

の
で
す
が
、私
が
そ
の
説
明
を
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
こ
と
も
多
く
、や
が
て
た
め
息
を
つ
い
て
「
も

う
い
い
よ
」
と
諦
め
ら
れ
し
ま
う
こ
と
も
出
て
き

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

テ
ト
ゥ
ン
語
は
初
め
て
学
ぶ
言
語
で
し
た
が
、こ

れ
と
い
っ
た
教
材
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、十

分
な
予
習
が
で
き
な
い
ま
ま
派
遣
前
訓
練
に
入
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
日
々
の
仕
事
に
追
わ

れ
て
新
た
な
こ
と
を
じ
っ
く
り
学
ぶ
機
会
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、テ
ト
ゥ
ン
語
の
勉
強
が
楽
し
く
て

仕
方
が
な
く
、ほ
か
の
言
語
を
勉
強
し
て
い
た
同
期

隊
員
か
ら
「
も
う
そ
ん
な
に
話
せ
る
の
!?
」
と
驚

か
れ
る
ほ
ど
速
く
上
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訓
練
中
の
勉
強
方
法
で
特
に
効
果
が
高
か
っ
た
の

は
、テ
ト
ゥ
ン
語
を
学
ん
で
い
る
同
期
隊
員
た
ち
と

授
業
以
外
の
場
で
も
テ
ト
ゥ
ン
語
で
会
話
す
る
よ

う
に
し
た
こ
と
で
す
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
身
に
つ
い
て
い

く
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
訓
練

の
最
終
試
験
で
は
高
い
点
数
を
取
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
が
、赴
任
す
る
と
ま
だ
ま
だ
力
不
足
だ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
番
組
の
制
作
を
支
援
す

る
と
い
う
私
の
本
来
の
活
動
で
は
、伝
え
た
い
概
念

の
表
現
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
き
に
、伝
え
る
の
を

避
け
て
し
ま
っ
て
も
問
題
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
伝
え
る
こ
と
を
避
け

て
ば
か
り
い
て
は
授
業
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、事
前
に
伝
え
た
い
こ
と
の
表
現
方
法
を
懸
命

に
調
べ
て
授
業
に
臨
み
、そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
力
が

伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
来
の
活
動
で
か
か
わ
る
の
は
大
人
ば
か
り
で

し
た
が
、日
本
語
教
室
の
生
徒
は
高
校
生
や
大
学
生

で
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
語
教
室
は
私
に
と
っ
て

若
い
世
代
が
使
う
言
い
回
し
を
知
る
貴
重
な
機
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
語
学
力
向
上
と
い
う
点
で
も
、

現
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
と
か
か
わ
る
場
を

見
つ
け
る
こ
と
は
有
益
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
僚
に
語
句
の
意
味
を
尋
ね

る
の
は
ど
う
し
て
も
遠
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
点
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は

気
兼
ね
な
く
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

う
し
て
語
彙
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、そ
れ
に
つ
れ

て
読
む
力
や
聞
く
力
も
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す

が
、
一
方
で
、
話
す
力
や
書
く
力
に
つ
い
て
は
伸
び

悩
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
テ

ト
ゥ
ン
語
は
語
句
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
言

語
で
あ
り
、
例
え
ば
「
や
り
が
い
を
感
じ
る
」「
後

悔
す
る
」
と
い
っ
た
概
念
に
あ
た
る
単
語
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
概
念
は
、
ほ
か
の
意
味
を
持
つ

語
句
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
ま
し
た
。

−

伸
び
悩
み
は
ど
の
よ
う
に
打
開
し
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

任
期
の
後
半
、現
地
の
N
G
O
が
開
い
て
い
る
日

本
語
教
室
で
授
業
を
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
テ
ト
ゥ
ン
語
の
表
現
力
の
向
上

■協力隊活動
国営の全国放送局である「東ティ
モールラジオテレビ」（ディリ県ディ
リ市）の番組制作局に配属され、主
に以下の活動に従事。
●毎朝放送される情報番組や協力
隊員を取り上げる番組の制作支援
●子ども向け番組の立ち上げ支援

■プロフィール
1988年生まれ、広島県出身。横浜
国立大学を卒業後、西日本放送株
式会社にアナウンサーとして勤務。
2018年10月、青年外協力隊員とし
て東ティモールに赴任（現職参加）。
20年3月に一時帰国。同年7月に任
期を終了し、復職。

仕事に遅れたり、約束をドタキャンしたりすることが日常茶飯事だった同僚

たち。理由を聞くと、たいていこの言葉が返ってきました。当初は理解し難

いと感じましたが、医療水準が日本ほど高くなく、日本では助かるであろう命

が失われている実態を知り、この言葉への認識が変化していきました。

耳に残る言葉

協力隊員を取り上げる番組
のロケに参加する小御門さ
ん（右端）

小御門さんが講師
を務めた日本語教
室の生徒たち

モラス

「moras」
具合が悪い

−

料
理
の
指
導
に
必
要
な
語
句
は
、具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
勉
強
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
フ
ル
活
用
し
た
勉
強
で
す
。

1
つ
は
、料
理
の
レ
シ
ピ
を
モ
ン
ゴ
ル
語
で
紹
介
す

る
サ
イ
ト
を
探
し
、そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
を

ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
翻
訳
し
て
い
き
ま
し
た
。
手

間
は
か
か
り
ま
す
が
、そ
れ
ゆ
え
語
句
を
確
実
に
習

得
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
パ
ス
タ
や
サ
ラ
ダ
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
料
理
の
レ
シ
ピ
を
モ
ン
ゴ
ル
語
で
紹
介
す
る
サ

イ
ト
も
あ
り
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
サ
イ
ト
で
は

他
国
の
も
の
と
少
し
レ
シ
ピ
が
異
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、料
理
を
専
門
と
す
る
私
に
と
っ
て
は

興
味
が
尽
き
ず
、勉
強
を
継
続
す
る
意
欲
も
刺
激
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
料
理
の
手
順
を

紹
介
す
る
動
画
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
探
し
、暇
さ

え
あ
れ
ば
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。
出
演
者
の
動
き

を
見
な
が
ら
で
あ
れ
ば
、セ
リ
フ
の
意
味
が
理
解
し

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

モ
ン
ゴ
ル
語
は
初
め
て
学
ぶ
言
語
で
あ
り
、選
考

試
験
に
合
格
し
て
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
時
点
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
の
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、派
遣
前
訓
練
の
修

了
時
は
同
期
隊
員
の
な
か
で
上
位
の
レ
ベ
ル
で
し

た
。
し
か
し
、
赴
任
当
時
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
語
句

も
た
く
さ
ん
あ
り
、現
地
の
人
が
話
す
速
さ
で
は
十

分
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
活
動
に
つ
い
て
同
僚
と
話
し
合
う
際
、
私

の
モ
ン
ゴ
ル
語
力
の
不
足
か
ら
認
識
の
ず
れ
が
生

じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

な
か
で
も
、着
任
早
々
に
任
さ
れ
た
料
理
の
実
習
授

業
で
は
、教
材
と
す
る
レ
シ
ピ
の
作
成
や
口
頭
の
指

導
を
さ
ほ
ど
苦
労
な
く
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
料
理
の
指
導
」
と
い
う
私
の
活
動
に
必
要
な

語
句
の
習
得
に
重
点
を
置
い
て
勉
強
し
て
お
い
た

こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

り
、買
い
物
を
す
る
際
に
必
要
以
上
に
店
員
と
会
話

を
し
て
み
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
行
う

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
語

で
生
活
す
る
こ
と
へ
の
不
安
も
す
ぐ
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Y
o
u
T
u
b
e
に
そ
の
国
の
言
語
で
投
稿
し

て
い
る
人
、
派
遣
前
訓
練
や
現
地
語
学
訓
練
の
先

生
、
配
属
先
の
同
僚
や
任
地
の
住
民
な
ど
は
、
協
力

隊
員
に
と
っ
て
は
語
学
の
先
生
で
す
。
ぜ
ひ
彼
ら

を
フ
ル
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
か
で
も
赴
任

後
に
接
す
る
人
た
ち
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
、
語
学
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
活

動
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
だ
け
の
人
間
関
係
の
構

築
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
基
本
的
な
文

法
を
習
っ
た
ら
、活
動
で
使
う
単
語
や
表
現
を
重
点

的
に
学
ん
で
い
く
の
も
早
道
だ
と
思
い
ま
す
。

や
す
く
、リ
ス
ニ
ン
グ
の
練
習
に
は
打
っ
て
付
け
だ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
自
習
で
わ
か
ら
な
い

語
句
が
あ
っ
た
ら
書
き
留
め
て
お
き
、派
遣
前
訓
練

や
現
地
語
学
訓
練
の
先
生
に
尋
ね
て
不
明
な
点
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
学
ん
で
い
っ
た
料
理
に
関
連
す
る
語
句
は
随
時

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
て
い
き
、「
モ
ン
ゴ
ル
語
の
料

理
用
語
集
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。こ
の
資
料
は
、

ほ
か
の
職
種
の
モ
ン
ゴ
ル
隊
員
が
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
の
活
動
で
日
本
の
料
理
を
紹
介
す
る
際
に
も
役

立
て
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

−

赴
任
後
に
モ
ン
ゴ
ル
語
力
向
上
の
た
め
に
実

践
し
た
こ
と
は
？

　

私
の
モ
ン
ゴ
ル
語
力
を
知
ら
ず
、普
段
の
ス
ピ
ー

ド
で
話
し
て
く
る
現
地
の
人
と
の
会
話
に
早
く
慣

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
た
の
で
、同
僚
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
だ
け
で
な
く
、街

で
す
れ
違
う
人
に
必
要
以
上
に
道
を
尋
ね
て
み
た

■協力隊活動
ドンドゴビ県職業訓練校に配属さ
れ、主に以下の活動に従事。
●料理コースの実習授業での指導
●住民対象の料理教室の開催
●食品会社や飲食店への助言

■プロフィール
1990年生まれ、長野県出身。調理
師専門学校を卒業後、都内の飲食
店に勤務。2018年1月、青年海外協
力隊員としてモンゴルに赴任。20年
1月に帰国。

活動に関連する用語を
重点的に勉強

話： さん
モンゴル・料理・2017年度3次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：モンゴル語
●現地語学訓練で学んだ言語：モンゴル語

意中の異性に愛を伝えるときだけでなく、同性の友人や職場の同僚に対し

てお礼や信頼の気持ちを伝えるためによく使われる言葉です。モンゴル人

は日本人と顔立ちが似ていますが、自分の感情や思いを素直に言葉で表

現するお茶目でおおらかな点が、日本人とは違うなと感じました。

耳に残る言葉

配属先で河原さんが行った
料理の実習授業の様子

河原さんが作成した「どら焼き」のモンゴ
ル語版レシピ

ハイルテイ・シュ！

「Хайртай ш !」
愛しているよ！ 

河原さんが作成した
「手巻き寿司」の
モンゴル語版レシピ
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トク・ピシン語
銀
行
で
英
語
が
通
じ
な
い
た
め
に
四
苦
八
苦
す
る
、

と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。

−

ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

選
考
試
験
に
合
格
し
て
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、派
遣
前
訓
練
で
学
ぶ
の

は
英
語
だ
け
れ
ど
も
、ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
力
も
不

可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
派
遣
前
訓
練
に

入
る
前
に
日
本
で
入
手
可
能
な
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語

の
教
材
を
買
い
集
め
て
お
い
た
の
で
す
が
、そ
れ
ら

は
赴
任
後
に
重
宝
し
ま
し
た
。

−

そ
う
し
た
教
材
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

赴
任
し
て
ま
も
な
く
、ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
を
流
暢

に
話
す
先
輩
隊
員
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、活
動
は

英
語
で
も
こ
な
せ
る
け
れ
ど
も
、任
地
の
住
民
と
の

会
話
は
基
本
的
に
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
で
あ
り
、と
ん

で
も
な
い
金
額
の
水
道
代
が
請
求
さ
れ
た
と
き
な

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
、
現
地
語
の
ト
ク
・

ピ
シ
ン
語
と
ヒ
リ
モ
ツ
語
、お
よ
び
英
語
の
3
つ
が

公
用
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
の
生
活
で
主
に

使
わ
れ
て
い
る
の
は
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
で
す
が
、学

校
教
育
で
は
英
語
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、私

の
配
属
先
の
よ
う
な
中
等
教
育
機
関
で
は
全
面
的

に
英
語
で
教
育
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
派
遣
前
訓
練
で
学
ん
だ
の
は
英
語
な
の
で
、赴

任
後
も
活
動
に
関
し
て
は
語
学
の
面
で
さ
ほ
ど
苦

労
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
問

題
は
、生
活
言
語
で
あ
る
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
力
で

す
。
現
地
語
学
訓
練
で
わ
ず
か
1
週
間
程
度
学
ん

だ
だ
け
で
任
地
に
赴
い
た
た
め
、当
初
は
日
常
生
活

で
の
語
学
の
苦
労
が
多
か
っ
た
で
す
。
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
一
部
は
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
な
の
で
理
解

で
き
ず
、現
地
の
人
た
ち
の
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
会

話
に
は
ま
っ
た
く
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、店
や

分
野
ご
と
に
制
作
の
役
割
分
担
を
し
、私
の
任
期
終

了
ま
で
に
約
2
0
0
0
の
単
語
を
盛
り
込
む
辞
書

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
く
っ
た
辞
書

は
後
輩
隊
員
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
各
単
語
に

は
、現
地
の
人
に
読
み
上
げ
て
も
ら
っ
た
音
声
で
発

音
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
あ
り
ま
す
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
お
そ
ら
く
協
力
隊
員
の
ど
の
派
遣
国
も
、

現
地
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
記
事
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、派
遣
前
か
ら

そ
の
国
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
記

事
を
辞
書
を
片
手
に
読
み
解
く
こ
と
は
、現
地
の
情

報
の
入
手
と
現
地
の
言
語
の
習
得
を
同
時
に
叶
え

る
こ
と
が
で
き
る
、一
石
二
鳥
の
勉
強
法
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ど
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い
く

た
め
に
は
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
力
が
不
可
欠
だ
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
私
が
実
践
し
た
の
は
、
入

手
し
て
お
い
た
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
教
材
を
活
用

し
て
、
ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
、
英
語
、
日
本
語
の
3
つ

の
言
語
に
つ
い
て
、意
味
が
共
通
す
る
語
句
の
対
応

を
ま
と
め
た
簡
易
な
辞
書
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
を
残
せ
ば
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
後
輩
隊

員
に
も
有
益
だ
ろ
う
と
の
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
制
作
作
業
を
通
じ
て
、私
自
身
の
ト
ク
・
ピ
シ

ン
語
の
語
彙
力
は
自
ず
と
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

−

辞
書
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。　

　

ト
ク
・
ピ
シ
ン
語
の
習
得
に
関
心
を
持
つ
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
協
力
隊
員
た
ち
に
声
を
か
け

て
、賛
同
し
て
く
れ
た
8
人
で
制
作
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、新
設
し
た
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
で
や

り
と
り
し
な
が
ら
制
作
を
進
め
ま
し
た
。
語
句
の

■協力隊活動
ポポンデッタ高校（オロ州）に配属
され、主に以下の活動に従事。
●コンピュータの授業の実施
●故障したパソコンの修理などの授
業環境の整備

■プロフィール
東京都出身。大学卒業後、情報科教
員として高校に、技術・家庭科教員
として中学校に勤務した後、2018
年7月に青年海外協力隊員としてパ
プアニューギニアに赴任（現職教員
特別参加制度）。20年3月に任期を
終了し、同年4月に復職。

現地語と日本語の
辞書を作成

話： さん
パプアニューギニア・PCインストラクター・2018年度1次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：英語
●現地語学訓練で学んだ言語：トク・ピシン語

任地で主に使われているのは公用語のトク・ピシン語ですが、この英語は

現地の人の会話によく出てきます。トク・ピシン語にも同じ意の「bihain」

という単語があるのですが、依頼したことを期限どおりにやってもらえないと

きに問い合わせると、なぜかいつもこの語で返って来るのが不思議でした。

耳に残る言葉

安藤さんが担当したコン
ピュータの授業の様子

安藤さんが集め、活
用したトク・ピシン
語の教材

レイター！

「Later!」
もう少し後で！

アラビア語
て
き
た
ら
そ
の
場
で
ノ
ー
ト
に
メ
モ
し
、相
手
に
意

味
を
尋
ね
る
、
と
い
う
方
法
が
有
効
で
し
た
。
し
か

し
、そ
の
効
果
が
実
感
で
き
る
ま
で
に
は
1
年
ほ
ど

か
か
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
A
と
い
う
語
句
の
意
味

尋
ね
て
「
B
と
い
う
意
味
だ
」
と
説
明
さ
れ
て
も
、

B
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
し
て
言
い
換
え

を
4
、5
回
重
ね
た
あ
た
り
で
、
た
い
て
い
相
手
に

愛
想
を
つ
か
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
で
メ

モ
し
て
お
き
、借
り
て
い
た
家
の
大
家
さ
ん
に
後
で

意
味
を
尋
ね
た
り
も
し
た
の
で
す
が
、発
音
も
正
確

に
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、ど
の

語
句
の
こ
と
な
の
か
判
明
で
き
な
い
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
と
に
か
く
ひ

る
ま
ず
に
会
話
の
相
手
に
そ
の
場
で
意
味
を
尋
ね

る
こ
と
を
続
け
ま
し
た
。
す
る
と
あ
る
と
き
、
語
句

の
意
味
を
説
明
す
る
の
を
嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
同
僚
が
私
の
ノ
ー
ト
に
あ
る
膨
大
な
メ
モ
を

見
て
「
こ
ん
な
に
勉
強
し
て
い
る
ん
だ
ね
」
と
興

−

赴
任
時
の
語
学
力
は
？

　

ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ト
は
28
個
で
す
が
、

語
頭
・
語
中
・
語
末
で
文
字
の
形
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
覚
え
る
こ
と
が
習
得

の
最
初
の
難
関
で
す
。
私
は
語
学
が
得
意
で
は
な

い
と
自
覚
し
て
い
た
の
で
、派
遣
前
訓
練
に
入
る
前

に
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を
す
べ
て
覚
え
て
お
き
、さ
ら
に

訓
練
中
も
授
業
の
後
は
毎
日
、図
書
館
で
時
間
を
か

け
て
そ
の
日
に
習
っ
た
こ
と
の
復
習
や
日
記
づ
け

を
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
最
終
試
験
で
は
同
期
隊

員
の
な
か
で
中
の
下
く
ら
い
の
点
数
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
が
、赴
任
す
る
と
ほ
と
ん
ど
歯
が

立
た
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
聞
き
取

り
が
ま
っ
た
く
で
き
ず
、当
初
は
同
僚
た
ち
と
の
お

茶
の
時
間
が
つ
ら
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

−

赴
任
当
初
に
行
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
力
向
上
の

た
め
の
対
策
で
有
効
だ
っ
た
の
は
？

　

同
僚
た
ち
と
の
会
話
で
わ
か
ら
な
い
語
句
が
出

の
力
が
足
り
な
い
な
か
で
も
臆
せ
ず
に
現
地
の
人

と
か
か
わ
る
勇
気
を
得
た
こ
と
で
す
。
大
家
さ
ん

と
い
う
言
わ
ば
「
安
全
地
帯
」
で
得
た
そ
う
し
た

勇
気
を
ベ
ー
ス
に
、赴
任
し
て
半
年
あ
ま
り
経
っ
た

こ
ろ
か
ら
は
、配
属
先
で
も
同
僚
た
ち
に
積
極
的
に

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

−

後
輩
の
協
力
隊
員
に
向
け
、語
学
力
向
上
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

語
学
の
勉
強
方
法
は
十
人
十
色
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
の
能
力
で
は
「
メ
モ
」
に
よ
ら
な
け

れ
ば
ア
ラ
ビ
ア
語
力
の
上
達
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、そ
う
い
う
方
法
を
と
ら
な
く
て
も
語
彙
力

を
伸
ば
せ
る
協
力
隊
員
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

私
は
大
家
さ
ん
と
い
う
語
学
の
先
生
と
な
っ
て
も

ら
え
る
人
が
た
ま
た
ま
身
近
に
い
ま
し
た
が
、そ
う

で
な
い
協
力
隊
員
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
も
っ
と
も
合
っ
た
勉
強
方
法
を

見
つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

味
を
持
ち
、同
僚
た
ち
が
ノ
ー
ト
の
回
し
読
み
を
始

め
ま
し
た
。「
な
ん
だ
か
食
べ
物
の
名
前
ば
か
り
ね
」

「
さ
っ
き
話
に
出
た
ば
か
り
の
言
葉
じ
ゃ
な
い
」
な

ど
と
ひ
と
し
き
り
か
ら
か
わ
れ
た
後
、「
す
ご
い
わ
」

と
ほ
め
ら
れ
、そ
の
後
は
辛
抱
づ
よ
く
語
句
の
説
明

を
し
て
く
れ
た
り
、「
付
い
て
来
な
さ
い
！
」
と
言

っ
て
そ
の
語
句
の
実
物
が
あ
る
所
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
四
六
時

中
メ
モ
を
と
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
が
、赴
任
の

約
1
年
後
で
す
。

−

大
家
さ
ん
は
語
句
の
意
味
を
辛
抱
強
く
教
え

て
く
れ
る
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
と
お
り
で
す
。
帰
宅
後
に
お
宅
に
お
邪
魔

し
て
1
、2
時
間
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
そ
の
日
に

あ
っ
た
こ
と
な
ど
あ
れ
こ
れ
話
を
す
る
の
が
日
課

で
あ
り
、そ
の
時
間
に
ア
ラ
ビ
ア
語
に
つ
い
て
の
質

問
に
も
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
家
さ
ん
と
の
そ

う
し
た
付
き
合
い
の
最
大
の
意
義
は
、ア
ラ
ビ
ア
語

■協力隊活動
知的障害児の通所施設に配属され、
主に以下の活動に従事。
●自閉症クラスでのアクティビティ
の実施や教育手法の紹介
●全クラス合同のスポーツアクティ
ビティの実施

■プロフィール
1984年、和歌山県出身。2カ所の
児童発達支援センターに計8年半
勤務した後、2018年6月に青年海
外協力隊員としてヨルダンに赴任。
20年3月に一時帰国し、同年6月に
任期終了。

わからない語句を
その場でメモ

話： さん
ヨルダン・障害児・者支援・2018年度1次隊

●派遣前訓練で学んだ言語：正則アラビア語
●現地語学訓練で学んだ言語：アラビア語ヨルダン方言

任地はイスラム教社会。未来の事柄に言及するときは必ずこの言葉を添

え、「人間の力では未来を左右できない」という謙虚な考えを表します。同

僚に「こんな活動をするつもりです」とプランを伝えたときも、この言葉を返

されました。幸い、私は思い描いた活動をまっとうすることができました。

耳に残る言葉

自閉症クラスで行った、小
麦粉の粘土を使った工作
の授業

派遣前訓練時の語学学習ノート制作した辞書のページ例（下の
QRコードはアップロード先）

インシャ・アッラー

「　　　　　　」
神が望めば

إن شاء اللهإن شاء الله

現地語学訓練時に
使った教材
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特  集 語学力向上のコツ



　
　

上
司
の
賛
同
を
得
て
実
現
し
た
活
動
が

現
場
の
同
僚
の
反
発
で
一
時
危
機
に

 

話
＝

さ
ん（
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
水
泳
・
2
0
1
7
年
度
3
次
隊
）
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私
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
泳
連
盟
に
配
属
さ
れ
、

任
期
の
前
半
は
連
盟
の
本
部
が
運
営
す
る
首
都

の
水
泳
ク
ラ
ブ
で
、
後
半
は
地
方
都
市
（
以
下
、

A
市
）
に
あ
る
連
盟
の
支
部
が
運
営
す
る
水
泳

ク
ラ
ブ
で
技
術
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　
A
市
で
活
動
を
始
め
た
当
時
、
ク
ラ
ブ
に
は

十
数
人
の
部
員
が
い
た
が
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

担
う
支
部
長
は
い
た
も
の
の
、
技
術
指
導
が
で

き
る
コ
ー
チ
は
い
な
か
っ
た
。
着
任
し
て
問
題

だ
と
感
じ
た
の
は
、
部
員
が
支
部
長
に
縁
の
あ

る
子
ど
も
ば
か
り
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ

こ
で
私
は
、
着
任
の
約
半
年
後
に
始
ま
る
夏
休

み
に
、
部
員
以
外
の
子
ど
も
も
受
け
入
れ
る
短

期
の
水
泳
教
室
を
開
き
、
支
部
長
に
縁
が
な
い

部
員
の
獲
得
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
た
。

　
自
分
に
縁
が
な
い
子
ど
も
を
部
員
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
を
支
部
長
は
嫌
が
る
だ
ろ
う
と

私
は
思
っ
て
い
た
。
一
方
、彼
女
は
毎
日
の
よ
う

に
私
を
食
事
に
誘
っ
て
く
れ
る
な
ど
親
切
で
あ

り
、
そ
う
し
た
良
好
な
関
係
を
崩
し
た
く
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、彼
女
に
教
室
開
催
の
ア

イ
デ
ア
を
伝
え
な
い
ま
ま
、
任
期
前
半
に
共
に

活
動
し
た
本
部
の
連
盟
長
に
相
談
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
物
事
が
進
む
社
会
な
の

で
、
連
盟
長
に
実
施
の
指
示
を
出
し
て
も
ら
え

ば
、
支
部
長
と
議
論
で
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
な

く
教
室
を
実
現
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
連

　協力隊員が現地に変化をもたらすうえで、トップダウンの力
を使わなければならないケースはあると思います。私は算数授
業の支援を行っていた小学校で、現地の先生が行う授業が学
級崩壊の状態になってしまうことがあったため、校長にその解
決策のアイデアを伝えたところ、校長が先生たちにそれを伝え
てくれました。しかし、すぐには改善につながりませんでした。
そこで、良い授業を行っている先生の授業の写真をSNSでほ
かの先生たちと共有したところ、彼らの改善への意欲が高ま
りました。ボトムのエンパワーメントをしてこそ、トップダウンの
戦略が生きるのだと感じました。

　私は任地の既存の協同組合について情報を得る際に、トップ
ダウンの力を利用すればスムーズにいくだろうと考え、配属先で
ある郡庁から郡に次ぐ行政区分である「セクター」の役所に、協
同組合の情報の提供依頼を出してもらいました。しかし、応じて
くれないセクターもありました。トップの心をつかみ、トップダウ
ンの力を使えば物事を進めるきっかけにはなると思います。しか
しそれだけですべてがうまくいくわけではなく、ボトムにいる人た
ちにも意見を聞くなどして、トップからボトムまで、関与するすべて
の人へのフォローを丁寧にし、皆に納得感を持ってもらう必要が
あるのだと学びました。

文＝協力隊経験者
●中南米・小学校教育・2018年度派遣
●活動概要：小学校に配属され、算数教育の質向上を支援。

「ボトム」のエンパワーメントトップからボトムまでの納得感が不可欠

文＝協力隊経験者
●アフリカ・コミュニティ開発・2014年度派遣
●活動概要：郡庁に配属され、協同組合の設立・運営を支援。 A市で開いた短期水泳教室の様子

盟
長
は
実
施
を
O
K
し
、「
詳
細
は
支
部
長
と

相
談
を
」
と
私
に
伝
え
た
。
そ
の
旨
を
支
部
長

に
報
告
す
る
と
、
苦
々
し
く
感
じ
て
い
る
様
子

は
伺
え
た
が
、あ
か
ら
さ
ま
な
反
対
は
せ
ず
、教

室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

時
期
、
後
任
の
水
泳
隊
員
が
A
市
の
支
部
に
着

任
し
た
た
め
、指
導
は
彼
女
と
2
人
で
行
っ
た
。

　
1
カ
月
ほ
ど
経
ち
、
私
が
任
国
外
旅
行
に
出

て
い
る
間
に
問
題
は
起
こ
っ
た
。
支
部
長
は
教

室
参
加
の
申
し
込
み
に
来
た
親
子
た
ち
を
門
前

払
い
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
私
は
A
市
に
戻
る
と
、
関
係
性
が
崩
れ
る
の

を
覚
悟
で
ク
ラ
ブ
の
門
戸
を
広
げ
る
こ
と
の
是

非
に
つ
い
て
支
部
長
と
話
し
合
っ
た
。
そ
こ
で

初
め
て
、彼
女
は
過
去
に
そ
れ
を
試
み
た
が
、練

習
を
継
続
で
き
ず
に
辞
め
て
い
く
子
ど
も
ば
か

り
だ
っ
た
た
め
、
門
戸
を
広
げ
る
の
は
無
意
味

だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
結
局
、
申

込
書
に
「
が
ん
ば
っ
て
継
続
す
る
」
旨
を
書
い

て
も
ら
う
と
い
う
条
件
で
、
教
室
へ
の
新
規
参

加
の
受
け
入
れ
を
再
開
。
門
前
払
い
し
た
親
子

の
元
に
足
を
運
び
、謝
罪
し
た
う
え
で
、あ
ら
た

め
て
教
室
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
た
。
幸
い
、支

部
長
と
の
関
係
性
は
そ
の
後
も
保
た
れ
た
が
、

相
手
が
彼
女
の
よ
う
に
お
お
ら
か
な
人
で
な
け

れ
ば
、
活
動
継
続
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
と
反
省
し
た
一
件
だ
っ
た
。

■  PROFILE
1992年生まれ、埼玉県出身。学生時代は競
泳やトライアスロンの選手として活躍。大学卒
業後、メーカー勤務を経て2018年1月に青年
海外協力隊員としてカンボジアに赴任。20年
1月に帰国。

■  活動概要
カンボジア水泳連盟に派遣され、主に以下の
活動に従事。
●首都の水泳クラブでの指導
●地方都市の水泳クラブでの指導
●地方都市での水泳の普及

事例整理

“失敗”から“失敗”から
 学ぶ 学ぶ＃190

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
支部長の反発を招いた大きな要因は、それまで1年あまりにわ
たってカンボジアの社会に触れ、「カンボジアは『トップダウ
ン』の社会だ」と生齧りの理解をして満足していたこと、およ
び配属先のトップである連盟長と築いたコネクションに安住
していたことなどではないかと思います。現場の現状やそれま
での推移について理解しているのは、現場にかかわってきた
人たちであり、現場にいないトップではありません。トップの
力を借りて現場に指示を出してもらえば物事は動くかもしれ
ませんが、そうしたやり方は、現場に適していないものになっ
てしまう可能性もあるのだと思います。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員側の強み（S）】
配属先トップとの関係づくり
ができていた。

【隊員側の弱み（W）】
トップダウンですべてが進む
との安易な認識があった。

外部
【活動環境の強み（O）】
協力隊員への配属先トッ
プの信任が厚かった。

【活動環境の弱み（T）】
A市の水泳クラブについて
の情報源が少なかった。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

短期水泳教室を開
き、水泳クラブの新た
な部員を獲得する。

実際の結果

同僚が教室への参加
希望者を門前払いし
てしまった。

活動
開始



っ
て
も
ら
え
そ
う
な
優
秀
な
生
徒
に
対
象

を
絞
っ
た
特
別
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
の
撮
影
技
術
は
多
く
の
患
者

さ
ん
を
経
験
し
な
が
ら
磨
き
上
げ
て
い
く

職
人
技
な
の
で
、
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

使
っ
た
授
業
を
私
の
帰
国
後
も
同
僚
教
員

が
継
続
し
、
卒
業
後
に
医
療
現
場
で
腕
を
磨

き
、
後
進
を
育
て
る
人
材
が
育
っ
て
く
れ
れ

ば
と
い
う
の
が
私
の
期
待
で
す
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

診
療
放
射
線
に
関
し
て
は
、
協
力
隊
員
の

配
属
先
で
は
お
そ
ら
く
日
本
で
一
般
的
な
も

の
よ
り
何
世
代
も
前
の
機
器
し
か
な
か
っ
た

り
、
放
射
線
の
被
爆
の
影
響
に
つ
い
て
の
教

育
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
の
な
か
、
慣
れ
な
い
外
国
語
を
使
っ
て

専
門
技
術
を
伝
え
る
活
動
は
困
難
の
連
続
に

な
る
は
ず
で
す
。も
っ
と
も
大
き
な
困
難
は
、

与
え
ら
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
作
業
を

行
え
ば
良
い
と
い
う
意
識
を
変
え
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。「
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、そ
の

の
よ
う
に
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
」
へ
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
よ
り
よ
い
検

査
技
術
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
診
療

放
射
線
技
師
の
最
大
の
強
み
は
、「
作
業
の

ロ
ジ
ッ
ク
」
を
現
場
で
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
て
い
く
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

ぜ
ひ
、
活
動
の
対
象
者
に
伝
え
、
よ
り
良
い

検
査
方
法
を
自
分
の
頭
で
考
え
、
実
践
し
て

い
く
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

配
属
先
は
医
療
従
事
者
を
養
成
す
る
学

校
の
診
療
放
射
線
技
師
の
コ
ー
ス
で
、
主
な

活
動
は
専
門
技
術
を
教
え
る
授
業
を
行
う

こ
と
で
し
た
。
配
属
先
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
機
器
は
あ
り
ま
し
た

が
、
C
T
や
M
R
I
の
機
器
は
な
く
、
同
僚

教
員
も
M
R
I
の
機
器
は
扱
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
C
T
や

M
R
I
の
機
器
は
ボ
リ
ビ
ア
の
病
院
の
一
部

に
は
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
私
が
帰

国
し
た
後
に
も
同
僚
教
員
や
学
生
た
ち
が

参
考
に
で
き
る
よ
う
な
資
料
を
残
そ
う
と
、

C
T
や
M
R
I
に
つ
い
て
機
器
に
触
れ
た
こ

と
が
な
い
人
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な

教
材
の
作
成
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

Q 

活
動
で
の
最
大
の
困
難
は
？

　

ボ
リ
ビ
ア
の
病
院
で
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
撮
影
技
術
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
低
か
っ
た

た
め
、
配
属
先
で
そ
の
教
育
水
準
を
高
め
る

た
め
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
最
大
の
困
難

で
し
た
。
病
院
の
医
師
た
ち
か
ら
医
療
従
事

者
の
養
成
機
関
に
要
望
を
上
げ
て
も
ら
う

の
が
近
道
で
し
た
が
、
彼
ら
の
認
識
も
十
分

で
は
な
く
、
私
の
拙
い
語
学
力
で
ど
こ
が
問

題
な
の
か
を
彼
ら
に
適
切
に
伝
え
る
の
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Q 

ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
撮
影
技
術
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
一
方
、
技
術
の
継
承
を
担

エジプト・日本学校で現地教員に見てもらいながら算数授業を実践する太郎良さん

＊1 ランゲージ・スクール…英語などアラビア語以外の言語の教育に重きを置く公立学校。　＊2 エジプト・日本学校…JICAの財政支援を受けて開校された、日本式教育の実践を目指す公立の初等教育機関。
＊3 特別活動…教育の一環として取り入れる、「学級活動」「日直」「掃除」などの教科外活動。

配属先で行われたレントゲンの撮影技術に関する実習授業の様子※人数は2021年3月末現在。 ※人数は2021年3月末現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

教育行政・
学校運営

#G156

診療放射線
技師

#H109

さん
（シニア海外協力隊員／
エジプト・2017年度3次隊）

さん
（ボリビア・2018年度2次隊）

■  活動概要
カイロ県教育局に配属され、10校のランゲージ・スクー
ル（＊1）と3校のエジプト・日本学校（＊2）を巡回し、主
に以下の活動に従事。
●特別活動（＊3）など日本式教育の導入の提案とそ
の支援
●算数授業の改善に向けた支援

■  PROFILE
1948年生まれ、福岡県出身。私立高校や公立中学
校に数学科教員として勤務した後、公立中学校の教
頭・校長、市教育委員会の指導主事・人事管理主事

（教育事務所配属）などを歴任。定年退職後、市教育
委員会の指導主幹、バンコク日本人学校の数学科教員

（シニア派遣教員）を経て、2018年1月にシニア海外
協力隊員としてエジプトに赴任。20年1月に帰国。

■  活動概要
日本・ボリビア国立医療従事者養成校（コチャバンバ県
コチャバンバ市）に配属され、主に以下の活動に従事。
●レントゲン・CT・MRI・マンモグラフィ・放射線防護な
ど診療放射線技術に関する授業の実施
●教科書の改訂に際してのアドバイス

■  PROFILE
1986年生まれ、大阪府出身。専門学校で診療放射
線技師の資格を取得した後、大阪市立大学附属病院
と医療法人南労会紀和病院に診療放射線技師として
勤務。2018年10月、青年海外協力隊員としてボリビ
アに赴任（現職参加）。20年3月に一時帰国し、その
後任期を終え、南労会紀和病院に復職。

話話

20ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 521 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 2 1 . 5

派  遣  中	▶	0人

累　　計	▶ 232人

分　　類	▶	人的資源

活  動  例	▶	学校の管理職を対象に組織運

営に関する指導を行う

類似職種	▶	小学校教育

派  遣  中	▶	0人

累　　計	▶ 82人

分　　類	▶	保健・医療

活  動  例	▶	病院の放射線科で患者へのサー

ビスの質の向上などを行う

類似職種	▶	医療機器

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ス
ク
ー
ル
や
エ
ジ
プ
ト
・

日
本
学
校
を
巡
回
し
、
日
本
式
教
育
の
良
い

点
の
導
入
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
学
級
活
動
や
校
内
清
掃
な
ど
の
特
別
活

動
の
導
入
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
で
教
室
や

校
舎
の
掲
示
を
充
実
さ
せ
る
方
法
、
子
ど
も

た
ち
の
机
を
班
ご
と
に
向
き
合
う
配
置
か

ら
す
べ
て
を
教
壇
に
向
い
た
配
置
と
す
る

な
ど
学
習
形
態
別
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、
日

本
の
学
校
で
の
行
わ
れ
方
を
紹
介
し
な
が

ら
実
践
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た
。
ま
た
、
算

数
授
業
の
改
善
に
向
け
、
学
習
規
律
の
徹
底

や
能
動
的
な
学
習
方
法
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
入
れ
方
を
現
地
の

先
生
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
私
が
授
業
を

行
っ
て
見
て
も
ら
う
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

巡
回
先
の
学
校
の
教
育
課
程
や
文
化
が

日
本
の
学
校
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
た

め
、
現
地
の
先
生
た
ち
が
日
本
で
行
わ
れ
て

い
る
特
別
活
動
や
教
科
指
導
の
方
法
に
つ

い
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
な
か
、
ま
ず

は
彼
ら
に
そ
れ
ら
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

Q 
ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

有
効
だ
っ
た
対
応
策
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
1
つ
は
、
私
が
提
案
す
る

こ
と
の
意
義
を
で
き
る
だ
け
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
机
の
配
置
を
教

壇
に
向
け
た
も
の
に
す
る
学
校
が
い
く
つ
か

出
て
き
た
段
階
で
、
各
校
の
先
生
た
ち
を
対

象
に
「
現
在
の
机
の
配
置
」
と
「
子
ど
も
の

授
業
へ
の
集
中
度
」
を
訊
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
相
関
関
係
を
グ
ラ
フ
化
し
て

各
校
に
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
最
終
的
に
、

巡
回
先
の
す
べ
て
で
机
が
教
壇
に
向
け
て

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
有
効
だ
っ
た
対
応
策
は
、
現
地
の

先
生
た
ち
が
児
童
役
と
な
る
「
模
擬
授
業
」

を
含
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
で
す
。
あ

る
テ
ー
マ
を
児
童
同
士
で
話
し
合
う
学
級
活

動
の
模
擬
授
業
で
は
、
先
生
た
ち
が
熱
心
に

話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
、
学
級
活
動
に
対
す

る
興
味
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

協
力
隊
員
が
活
動
す
る
学
校
の
校
長
た

ち
は
、
先
生
と
し
て
の
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
を

持
っ
て
い
る
方
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
校
長
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
改
善

に
向
け
た
提
案
を
す
る
際
は
、
相
手
の
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
学
校
の

良
い
面
を
見
つ
け
、
伝
え
る
。
そ
の
う
え
で
、

課
題
と
判
断
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
具
体

的
な
解
決
策
を
提
案
す
る
。
そ
の
提
案
を
受

け
入
れ
て
く
れ
た
か
ど
う
か
も
必
ず
確
認

し
、
も
し
実
際
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
を
伝
え
る
。
そ
う

し
た
こ
ま
め
な
や
り
と
り
が
重
要
だ
と
い
う

の
が
、
私
が
協
力
隊
経
験
を
通
じ
て
得
た
実

感
で
す
。
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 
crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第115回

活動に役立つアイデア知っトク情報

ナビゲーター = さん
（ニジェール・エイズ対策・2006年度3次隊）

スマホ撮影術をブラッシュアップ③

スマホ撮影術〜撮影した写真の編集とシェア〜

　スマホカメラで写真を撮影する場合、気をつけていても写真
が明る過ぎたり暗過ぎたり、構図が斜めになってしまったりする
ことはよくあると思います。デジタルデータの写真は少し編集す
るだけで印象を格段に良くすることができますが、撮影した写
真をアプリで手軽に編集できる点が、スマホカメラの特長のひ
とつです。
　スマホで写真を編集する方法は大きく分けて2つあります。撮
影の際に各種編集を自動で行うアプリのフィルタをあらかじめ
かけておく方法と、撮影した写真を後からアプリで編集する方
法です。前者は少ない手間で済みますが、写真ごとの難点に
応じた細かな編集ができません。そこでここでは、後者の方法
をご紹介します。活動報告で見せる写真や誰かに贈る写真など、

「これぞ」という写真を厳選し、少し手間をかけてより良い印象
のものに仕上げる「お化粧」に活用してみてください。

❶編集する写真をピックアップ
　編集の対象とする「これぞ」という写真を別個のフォルダに選
り分けておくと、その後の作業がはかどります。そのために便利
なのが、iPhoneの場合は「お気に入りフォルダ」です。保存され
ている写真を「写真アプリ」で開き、下部にあるハートマークを
タップすると、その写真が「お気に入りフォルダ」に格納されます。
この操作により、編集したい写真だけを「お気に入りフォルダ」
に集めておくことができます。「お気に入りフォルダ」に格納した
写真は、「写真アプリ」を立ち上げ、下部の「アルバム」をタッ
プするとたどり着くことができます。

❷便利な一括編集の「自動補正」と「フィルタ」
　ここではiPhoneの操作をご紹介しますが、Androidでも基本は
同じです。それぞれの写真の状態を踏まえ、明るさや色などを総
合的に補正してくれるのが「自動補正」の機能で、おおまかな方
向性を正すのにはこの機能が便利です。「お気に入りフォルダ」
に格納した編集対象の写真を開き、下部の「調整」（機能の大

項目のひとつ）→その上の「自動」
（機能の小項目のひとつ）を順にタ
ップすると、自動補正が施されます。
開いた写真の下部にある「フィル
タ」（機能の大項目のひとつ）をタ
ップすると、「ビビッド」「ドラマチッ
ク」（いずれも機能の小項目）など
さまざまな方向性で雰囲気を変え
る一括の加工をワンタッチで行うこ
ともできます。

❸項目ごとの手作業の編集
 「傾き」や「明るさ」など、アプリで個別に調整できる項目は各
種ありますが、どれも細かな調整が容易にできます。以下にそ
の主な項目をあげました。慣れるまでは、一部の項目を重点的
に調整して要領をつかむのが良いかもしれません。

❹シェアする
　メールに添付しての送信、SNSやクラウドサービスでのアップ
ロードなど、撮影した写真を各種方法でほかの人に共有するこ
とが容易にできるのもスマホならでは。スマホカメラで撮った写
真はそのままになってしまうことが多いと思いますが、写ってい
る任地の方々にその写真を送ってあげれば、コミュニケーショ
ンをより豊かにする手段にもなるかと思います。

ナビゲーター = さん
（ネパール・障害児・者支援・2017年度1次隊）

ボッチャ入門①

自動

調整 傾き補正
フィルタ

　ボッチャとは、直径8センチほどの自
球を転がし、最初に転がした同じ大き
さの的球にどれだけ近い位置に残せる
かを競うスポーツで、「陸上のカーリン
グ」とも呼ばれます。重度脳性麻痺者
などのために欧州で考案されたもので
すが、障害の有無や年齢を問わず楽しめるルールとなっていま
す。道具は手づくりが可能であるため、障害者施設や高齢者施
設のアクティビティとして、あるいは障害者と健常者が交流する
手段として、協力隊員の活動のツールになることと思います。そこ
で、ボッチャの概要を3回に分けてご紹介します。興味を持った
方は、日本でボッチャの振興に取り組む一般社団法
人日本ボッチャ協会のウェブサイト（右のQRコード）
などで競技の詳細をご確認ください。

ボッチャの基本事項

❶主な道具
▲

ボッチャボール（上写真）
・的球＝白色（1個）
・自球＝赤色6個（先攻用）と青色6個
（後攻用）

▲

キャリパー（上写真）
的球と自球の間の距離を測るために使
用。ほかにメジャーなども使う。

▲

ランプ（中写真）
障害の度合いによっては自球を転がす
ために使うことができる補助具。

▲

パドル（下写真）
審判が投球の順番を示す道具。片面
が赤色、反対の面が青色になっている。

❷ルール
　ボッチャはパラリンピックの正式種目にもなっており、公式の

浅見さんが協力隊時代に運営に浅見さんが協力隊時代に運営に
携わったボッチャ大会携わったボッチャ大会

国際大会では以下のようなルールが定められています。
▲

競技クラス
脳原性疾患（脳に起因する脳性麻痺などの疾患）の有無などに
より4つの競技クラスが設けられており、障害の度合いによってさ
まざまな自球の転がし方が認められています。

・

手で転がす

・

足の指でつまんだり蹴ったりして転がす

・

ランプを使う

・

競技者の指示により車椅子やランプの向きを調節する「アシス
タント」（コートを見ることはできない）を使う

▲

コート
右は国際大会のサイズ
です。公式の大会でなけ
れば、会場の状況によっ
て小さなものにアレンジ
しても実施可能です。

▲

競技形態
シングルス（4エンド制）・ダブルス（同）・団体戦（3人対3人・6エ
ンド制）があります。

▲

試合の流れ（団体戦の場合）
・選手が1人2個ずつ自球を持ち、先攻の選手が❶❸❺、後攻の
選手が❷❹❻につく。
・先攻のいずれかの選手が的球を転がす。
・的球を投げた人が自球を転がす。
・後攻の誰かが自球を転がす。
・以後、転がした自球が的球にもっとも近い位置にあるチームで
はないほうのチームの誰かが自球を転がす。
・新たに転がす自球は、すでに転がされた球に当てても構わない。
的球が有効ゾーンから外れたら、クロスの中心に置き直す。
・各エンドの勝者は、的球にもっとも近い位置に自球が残ったチ
ーム。勝者の自球のうち、「敗者の自球のなかで的球にもっとも
近い球」より的球に近い球の数が、そのエンドの勝者の得点とな
る。エンドの得点の合計が高いチームが試合の勝者。
・エンドごとに先攻・後攻が入れ替わる。

調整の対象 アプリの機能
（大項目）

アプリの機能
（小項目） 概要

明るさ 調整
露出
明るさ

明る過ぎや暗過ぎを
補正します。

明瞭度 調整
シャープネス
精細度

被写体の輪郭をはっ
きりとさせたり、全
体的にくっきりとさ
せたりします。

色 調整

彩度
自然な彩度
暖かみ
色合い

「顔が健康的な印象
になる」など、色の
補正で被写体の印
象を変えます。

構図 傾き補正
角度

反転（左右・上下）

被写体の傾きを補正
したり、自撮りでの
左右の反転を元に戻
したりします。

❶
❷
❸
❹
❺
❻

2.5m1.5m1.5m2m5m

クロス
有効ゾーン 6m



　

［
淡
島
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］

5
月
生
ま
れ
、熊
本
県
出
身

3
月
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

を
卒
業

4
月
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
に
入
社

1
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
赴
任

10
月
、情
勢
悪
化
に
よ
り
帰
国

3
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

マ
ラ
ウ
イ
に
赴
任
（
振
替
派
遣
）

1
月
、帰
国

4
月
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
に
入

社
。
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に
配
属

2011201520162017 1987

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
に
勤
務
し
た
後
、退
職
し
て
協
力

隊
に
参
加
し
た
淡
島
さ
ん
。
視
覚
障
害
児
や
聴
覚
障

害
児
に
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
教
え
た
こ
と
が
転
機
と

な
り
、帰
国
後
は
障
害
児
・
者
の
支
援
に
取
り
組
む
会

社
で
働
く
こ
と
を
選
択
し
た
。

身
体
障
害
児
へ
の
パ
ソ
コ
ン
指
導

　

海
外
へ
の
興
味
か
ら
、
大
学
は
学
生
の
半
数
近
く

を
留
学
生
が
占
め
る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
に

進
学
。
就
職
活
動
も
海
外
に
か
か
わ
る
仕
事
が
で
き

る
会
社
を
狙
っ
た
が
、
就
職
難
の
真
っ
只
中
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
苦
戦
。歯
科
医
向
け
の
ソ
フ
ト
を
開
発・

販
売
す
る
会
社
に
就
職
し
、ソ
フ
ト
の
購
入
者
に
使

い
方
を
教
え
る
業
務
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　

転
機
は
就
職
し
て
3
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
に
訪
れ

た
。
淡
島
さ
ん
の
勤
務
先
を
退
職
し
て
協
力
隊
に
参

加
し
た
先
輩
に
そ
の
体
験
談
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、

自
分
も
そ
れ
ま
で
に
身
に
つ
け
た
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

を
協
力
隊
員
と
し
て
生
か
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
勤
務
先
を
退
職
し
て
参
加
し
た
協
力
隊

で
派
遣
さ
れ
た
の
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。
職
種
は

P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
視
覚
障
害
児
が
通
う

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
一
貫
校
で
パ
ソ
コ
ン
の
授

業
を
行
う
こ
と
が
要
請
内
容
だ
っ
た
。
希
望
し
た
案

件
で
は
な
か
っ
た
が
、「
障
害
」
と
い
う
未
知
の
領
域

わ
ら
な
い
早
さ
で
技
術
を
習
得
し
て
い
っ
た
。

多
様
性
の
維
持
に
必
要
な
手
間

　

淡
島
さ
ん
が
2
カ
国
で
の
協
力
隊
活
動
を
経
験
し

て
強
く
感
じ
た
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
障
害
者
が
抱
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
難
点
を
カ
バ
ー
す
る

ツ
ー
ル
と
な
り
、
彼
ら
が
健
常
者
と
同
じ
土
俵
で
社

会
活
動
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。例
え
ば
、マ
ラ
ウ
イ
に
赴
任
し
て
ま
も

な
い
時
期
、
英
語
の
手
話
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
な
か

で
、
教
え
子
た
ち
に
は
授
業
の
感
想
を
パ
ソ
コ
ン
に

打
ち
込
ん
で
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
う
し
て
淡
島
さ
ん
は
帰
国
後
の
就
職
活
動
で
、

障
害
児
・
者
に
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
教
え
る
仕
事
が

で
き
そ
う
な
求
人
を
中
心
に
リ
サ
ー
チ
。
そ
の
な
か

で
見
つ
け
た
の
が
、
現
在
勤
務
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
株

式
会
社
だ
っ
た
。
放＊

１

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や

就＊
２

労
移
行
支
援
事
業
、
就＊

３

労
定
着
支
援
事
業
な
ど
、

障
害
児
・
者
を
支
援
す
る
事
業
を
手
広
く
行
う
企
業

へ
の
挑
戦
に
期
待
は
ふ
く
ら
ん
だ
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
詳
し
い
教
員
が
お
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン

の
授
業
は
淡
島
さ
ん
に
一
任
さ
れ
た
。
視
覚
障
害
が

あ
る
人
は
、
画
面
上
の
テ
キ
ス
ト
を
音
声
化
す
る
ソ

フ
ト
で
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
を
す
る
の
が
通
常
で
、

そ
う
し
た
ソ
フ
ト
は
配
属
先
に
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を

使
っ
て
基
本
操
作
を
習
得
さ
せ
る
の
が
授
業
の
第
一

歩
だ
っ
た
が
、
指
導
の
要
領
を
つ
か
む
ま
で
は
手
探

り
が
続
い
た
。
弱
視
か
ら
全
盲
ま
で
、
教
え
子
の
障

害
の
程
度
に
は
幅
が
あ
っ
た
。
全
盲
の
子
は
個
別
の

指
導
が
必
要
だ
が
、キ
ー
ボ
ー
ド
が
あ
る
程
度
見
え

る
弱
視
の
子
は
課
題
を
す
ぐ
に
終
え
、
手
持
ち
無
沙

汰
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
な
か
、
弱
視
の
子

に
は
追
加
で
「
好
き
な
音
楽
の
歌
詞
の
タ
イ
ピ
ン
グ
」

を
さ
せ
る
な
ど
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
課
題
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
変
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習

意
欲
を
失
う
の
を
防
い
だ
。

　

赴
任
の
10
カ
月
後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
情
勢
悪

化
に
よ
り
一
時
帰
国
。振
替
派
遣
で
着
任
し
た
の
は
、

聴
覚
障
害
児
が
通
う
マ
ラ
ウ
イ
の
特
別
支
援
学
校

だ
。
活
動
は
や
は
り
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
を
行
う
こ
と
。

担
当
の
教
員
を
配
置
し
て
も
ら
え
た
こ
と
か
ら
、
淡

島
さ
ん
が
教
材
を
つ
く
り
、
同
僚
教
員
が
そ
れ
を
使

っ
て
手
話
で
授
業
を
行
う
と
い
う
役
割
分
担
が
で
き

た
。
基
本
操
作
の
指
導
か
ら
授
業
を
始
め
た
が
、
視

覚
障
害
児
と
は
違
い
、
子
ど
も
た
ち
は
健
常
者
と
変

社
会
と
障
害
児
・
者
が
共
に
努
力

マ
ラ
ウ
イ
・
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
2
0
1
5
年
度
派
遣

さ
ん
（
旧
姓
・
前
田
）で

あ
る
。
入
社
後
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
就
労
移
行

支
援
事
業
な
ど
を
行
う
施
設
。
利
用
者
は
主
に
精
神

障
害
が
あ
る
人
で
、一
般
企
業
へ
の
就
職
に
必
要
な

ス
キ
ル
の
指
導
、
就
職
活
動
や
就
職
後
の
職
場
定
着

の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
を
行
う
。
淡
島
さ
ん
は
専
門
性
を

生
か
し
た
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
の
指
導
を
含
め
、
直
接

利
用
者
と
接
す
る
立
場
で
、入
所
か
ら
職
場
定
着
ま

で
の
一
連
の
支
援
を
担
当
し
て
き
た
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
で
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
精
神
障
害

者
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
」「
気
分

の
浮
き
沈
み
が
激
し
い
」
な
ど
、
協
力
隊
時
代
に
か

か
わ
っ
た
身
体
障
害
児
に
は
な
い
社
会
生
活
上
の
困

難
が
あ
り
、
そ
れ
ら
へ
の
適
切
な
対
応
は
一
か
ら
学

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。し
か
し
一
方
で
、協
力

隊
経
験
で
得
た
も
の
が
確
実
に
生
き
て
い
る
と
感
じ

る
点
も
あ
る
。
社
会
が
多
様
性
を
持
つ
た
め
に
は
一

定
の
「
手
間
暇
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
覚
悟
だ
。

全
盲
と
弱
視
の
子
ど
も
に
同
時
に
対
応
し
た
経
験
な

ど
か
ら
、
対
象
者
の
障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
て

き
め
細
か
く
対
応
方
法
を
調
節
し
て
い
く
こ
と
が
、

ど
れ
ほ
ど
手
間
が
か
か
る
作
業
で
あ
っ
て
も
障
害
者

を
支
援
す
る
う
え
で
は
不
可
欠
で
あ
る
と
学
ん
だ
。

そ
の
た
め
帰
国
後
の
仕
事
で
も
、
施
設
の
利
用
者
の

個
々
の
状
態
を
見
極
め
、
そ
れ
ら
に
応
じ
た
支
援
を

考
え
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
障
害
児
・
者
の
支
援
に
携

わ
る
な
か
で
淡
島
さ
ん
が
感
じ
て
き
た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
潜
在
的
な
長
所
が
あ
り
、
社
会
は
そ
れ
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ

び
障
害
児
・
者
自
身
も
そ
う
し
た
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
社

会
と
障
害
児
・
者
の
双
方
の
努
力
で
初
め
て
可
能
な

「
多
様
性
が
あ
る
社
会
」の
実
現
に
向
け
、淡
島
さ
ん

は
ま
だ
奮
闘
を
続
け
る
つ
も
り
だ
。
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勤務先の先輩から、退社して協力隊に
参加した体験談を聞いたことがきっか
けとなり、それまでに業務で蓄えたパソ
コンのスキルが生かせると考えて協力
隊への参加を決意した。

2カ国での協力隊活動を通じて、パソ
コンのスキルが障害者の生き方の可
能性を広げると実感。障害者へのパ
ソコン指導をしていることに着目して
応募を決めた就職先だった。

ソフトウェア会社の社員

障害児・者の支援を行う会社の社員

人生を変えた2年間

Vol.186

JICA Volunteers'

勤務先の就労移行支援事業所で、社員を対象に現行のカリキュラムをより有効に活用する手法を説明する淡
島さん（右）

視覚障害児にタイピングの指導をする協力隊時代の淡島さん

ウェルビー株式会社
beforeafter JICA Volunteer

設　　 立：2011年
本部所在 地：東京都中央区
事 業 内 容：障害者を対象とする就労

移行支援事業や就労定着
支援事業、障害児を対象
とする放課後等デイサー
ビス事業など

ウェブサイト：

＊1 放課後等デイサービス事業…児童福祉法にもとづいて国の財政支援がなされる、障害児への自立支援サービス。
＊2 就労移行支援事業…障害者総合支援法にもとづいて国の財政支援がなされる、障害者への就労支援サービス。

＊3 就労定着支援事業…障害者総合支援法にもとづいて国の財政支援がなされる、障害者の就職先での定着を支援するサービス。



［座談会参加者］

せ
っ
か
く
協
力
隊
に
参
加
し
た
の
だ
か
ら
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
経
験
が
生
か
せ
、
か
つ
何

か
国
際
色
が
あ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
求
人
を
探

し
た
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
知
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
が
、
現
在

の
勤
務
先
で
す
。
代
表
者
は
、
地
域
づ
く
り
の
側
面
を

重
視
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開
発
で
世
界
的
に
評
価
を
受

け
、
国
内
外
で
事
業
を
請
け
負
っ
て
き
た
人
で
す
。
求

人
は
出
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
話
だ
け
で
も
聞
い

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
電
話
を

掛
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
代
表
者
と
面
談
さ
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野
生
動
物
の
勉
強
を
し
て
き
た

こ
と
、
協
力
隊
を
含
む
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
、
野
生

動
物
に
関
す
る
仕
事
が
し
た
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
と

こ
ろ
、
当
時
請
負
先
の
公
募
が
出
て
い
た
国
内
の
エ
コ

ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
私
が
外
部
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
な
る
企
画
書
を
書
く
機
会
を
与
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
幸
い
こ
れ
を
受
注
で
き
た
た
め
、
実
際
に

外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
そ
の
事
業
に
携
わ
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
そ
ら
く
私
の
品
定
め
が
な

さ
れ
、
そ
の
後
職
員
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

自
分
で
仕
事
を
取
っ
て
き
て
採
用
を
勝
ち
取

る
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
企
画
提

案
書
を
書
い
た
経
験
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

仕
事
で
は
あ
ま
り
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
協
力
隊
時
代
の
私
の
配
属
先
で
は
、
新
た

な
活
動
を
始
め
る
際
、
口
頭
で
上
司
に
許
可
を
求
め
る

だ
け
で
は
だ
め
で
、
企
画
書
を
ま
と
め
、
市
長
ま
で
の

決
裁
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上

司
に
さ
ん
ざ
ん
直
さ
れ
な
が
ら
書
き
方
の
要
領
を
つ
か

ん
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
経
験
が
生
き
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

私
は
帰
国
後
に
海
外
事
業
の
部
門
に
異
動
し

ま
し
た
が
、
A
さ
ん
の
よ
う
に
自
ら
道
を
切
り

開
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【派遣前】
ネイチャーガイドなど
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・環境教育
・中南米
・2016 年度派遣
▶郡役所に配属され、地
域住民へのコンポスト
に関する普及啓発など
に従事

【現在】
エコツアーの開発・実施
などを行う団体の職員

【派遣前】
メーカーの社員
【協力隊】
▶︎現職参加
▶・環境教育
・アジア
・2016 年度派遣
▶環境行政機関に配属さ
れ、ゴミに関する啓発
などに従事

【現在】
メーカーの社員（復職）

【派遣前】
水族館の職員
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・環境教育
・中南米
・2017 年度派遣
▶市役所に配属され、環
境教育手法の紹介など
に従事

【現在】
水族館の職員

Aさん（男性） Bさん（男性） Cさん（女性）

AAA
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BB B

派
遣
前
は
大
学
で
野
生
動
物
の
研
究
を
し
た

後
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
な
ど
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
協
力
隊
は
退
職
し
て
の
参
加
で
、
郡
役
所

に
配
属
さ
れ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作
成
や
活
用
を
促
進
す

る
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
国
内

外
で
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開
発
な
ど
を
手
が
け
る
団
体
に
就

職
し
、
エ
コ
ツ
ア
ー
や
グ＊

ラ
ン
ピ
ン
グ
の
開
発
・
実
施

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
学
と
大
学
院
で
学
ん
だ
の
は
化
学
で
す
。
メ

ー
カ
ー
で
管
理
業
務
に
携
わ
っ
た
後
、
協
力
隊

に
現
職
参
加
し
ま
し
た
。協
力
隊
時
代
の
主
な
活
動
は
、

学
校
や
地
域
で
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
う
こ
と
で

す
。
帰
国
す
る
と
、
ま
ず
は
派
遣
前
の
部
署
に
復
職
し
、

そ
の
後
海
外
へ
の
事
業
展
開
を
担
当
す
る
部
署
に
異

動
と
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
、

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
を
企
画
す
る
部
署
横
断
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
社
会
心
理
学
を
学
ん
だ
の
で
す
が
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
持
っ
て
い
た
水
生
動
物

へ
の
興
味
が
一
向
に
冷
め
な
か
っ
た
た
め
、
卒
業
後
は

水
族
館
に
就
職
し
、
ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
仕
事
は
お
も
し
ろ
く
、
協
力
隊
は
現
職

参
加
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
勤
務
先
に
「
前
例
が
な

い
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、退
職
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
協

力
隊
で
は
市
役
所
に
配
属
さ
れ
、
同
僚
へ
の
環
境
教
育

手
法
の
紹
介
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
後
は
い

っ
た
ん
動
物
園
の
飼
育
員
と
し
て
働
い
た
後
、
派
遣
前

に
勤
務
し
て
い
た
水
族
館
に
再
就
職
し
ま
し
た
。
現
在

担
当
し
て
い
る
の
は
、
来
館
者
に
対
し
て
展
示
し
て
い

る
動
物
の
解
説
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
業
務
で
す
。

協
力
隊
経
験
の
発
信

皆
さ
ん
は
退
職
し
て
の
参
加
で
す
が
、
再
就
職

に
苦
労
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

の
水
生
動
物
や
活
動
、
生
活
に
つ
い
て
館
長
に
伝
え
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
帰
国
後
、「
日
本
の

人
た
ち
は
協
力
隊
経
験
に
あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
は
い

な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
協
力
隊
経
験

を
生
か
せ
る
場
を
得
る
た
め
に
は
、「
こ
ん
な
経
験
を

し
て
き
た
」
と
い
う
情
報
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
必

要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
協
力
隊
活
動
に
も
似
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
派
遣
国
で
、
J
I
C
A
専
門
家
の

方
に
「『
何
に
困
っ
て
い
ま
す
か
』
と
相
手
の
状
況
を

聞
く
だ
け
で
は
活
動
の
機
会
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

『
自
分
は
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
』
と
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
を
示
す
こ
と
で
初
め
て
、『
な
ら
ば
こ
れ
を
や
っ

て
ほ
し
い
』
と
任
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
、
私
は
そ
れ
を
実
践

し
て
活
動
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
経
験
の
生
か
し
方

私
は
今
後
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
実
施
す
る

エ
コ
ツ
ア
ー
開
発
に
従
事
す
る
予
定
な
の
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
て
き
た
の
は
国
内
の
エ
コ

ツ
ア
ー
の
開
発
や
実
施
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
国
内
の

エ
コ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
に
は
外
国
人
観
光
客
も
多
く
、

彼
ら
へ
の
対
応
や
地
域
の
方
々
と
の
や
り
と
り
は
、
や

は
り
協
力
隊
員
と
し
て
現
地
の
方
と
深
く
か
か
わ
っ
て

き
た
経
験
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
私
の
派
遣
国
は
日
本
よ
り
エ
コ
ツ
ア
ー
が
進
ん
で

い
る
国
だ
っ
た
の
で
、
派
遣
国
の
エ
コ
ツ
ア
ー
に
関
す

る
経
験
も
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
う
え
で
参
考
に
な

っ
て
い
ま
す
。

私
も
せ
っ
か
く
海
外
を
経
験
し
た
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
生
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
帰
国

以
来
抱
い
て
い
ま
し
た
。
現
在
勤
務
す
る
水
族
館
で
は

ち
ょ
う
ど
S
D
G
s
に
関
連
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア

イ
デ
ア
を
募
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
外
国
人
住
民
に
も

帰
国
後
、
民
間
企
業
か
ら
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
方

か
ら
、「
復
職
し
た
ら
協
力
隊
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う

な
仕
事
が
急
に
転
が
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
な
い
。
ま
ず

は
信
頼
を
失
わ
な
い
よ
う
、
目
の
前
の
仕
事
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
べ
き
だ
」
と
い
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ア
ド
バ
イ
ス
の

と
お
り
に
振
る
舞
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
の
部
署
に
異

動
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
会
社
な
の
で
、
海
外
経
験

が
あ
る
社
員
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
私
が

選
ば
れ
た
の
は
、
や
は
り
そ
れ
ま
で
の
私
の
勤
務
態
度

な
ど
も
見
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

S
D
G
s
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
も

ら
え
た
の
は
、
派
遣
中
も
所
属
先
か
ら
の
依
頼
に
真
摯

に
応
え
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
協
力
隊
に
参

加
す
る
際
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
か
ら

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
扱
っ
て
い
る

会
社
な
の
で
、
海
外
の
廃
棄
物
処
理
や
環
境
規
制
な
ど

の
状
況
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
派
遣
中
に
そ
の

点
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
ら
教
え
て
ほ

し
い
」
と
相
談
さ
れ
、
そ
う
し
た
情
報
に
つ
い
て
提
供

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

私
が
帰
国
後
、
派
遣
前
に
勤
務
し
て
い
た
水
族

館
に
再
就
職
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
ア
ピ
ー
ル
と
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
か

ら
で
し
た
。
帰
国
し
て
最
初
に
就
職
し
た
動
物
園
は
、

た
ま
た
ま
そ
の
時
期
に
求
人
が
出
て
い
た
の
で
応
募
し

た
の
で
す
が
、
働
く
な
か
で
や
は
り
私
は
水
生
動
物
が

好
き
な
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
き
、
ま
た
水
族
館
で

働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
の
勤
務
先
は
当
時
求
人
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
館
長
に
直
接
連
絡
を
と
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

し
ば
ら
く
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
1
人
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
情
報
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
そ
の
ポ
ス
ト
で
再
度
雇
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
館
長
に
そ
う
し
た

や
り
と
り
に
応
じ
て
も
ら
え
た
の
は
、
派
遣
中
に
現
地

楽
し
ん
で
も
ら
い
や
す
い
水
族
館
に
す
る
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
採
用
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
水
族
館
は
、
解
説
文
に
添

え
る
外
国
語
は
英
語
だ
け
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
日
本
の
外
国
人
住
民
で
多
い
の
は
ブ
ラ
ジ
ル

人
や
中
国
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
な
ど
英
語
以
外
を
母
語
と

す
る
人
た
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
解
説
文
に
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
の
表
記
を
付
け
加
え
る
こ
と
を
ま
ず
は
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
を
発
想
で
き
た
の
は
、
私
自
身

が
協
力
隊
時
代
に
外
国
人
と
し
て
暮
ら
す
経
験
を
し

た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
水
族
館
の
職
員
の
な
か

で
海
外
経
験
者
は
希
少
な
の
で
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
強

み
を
生
か
し
た
仕
事
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。海

外
事
業
部
門
に
異
動
し
て
か
ら
担
当
し
て

き
た
の
は
、
海
外
展
開
を
日
本
で
企
画
・
管
理

す
る
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
業
務
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
よ

う
に
外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
れ
で
も
、
協
力
隊
経
験
が
生
か
せ
る
業
務
だ
と

感
じ
ま
す
。
海
外
へ
の
事
業
展
開
に
は
、
そ
の
国
の
社

会
や
歴
史
、
文
化
、
国
民
性
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
検
討
の
要
領
を
協
力
隊
員

活
動
の
な
か
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

す
。
そ
う
し
た
協
力
隊
経
験
の
財
産
を
、
与
え
ら
れ
た

今
の
ポ
ス
ト
で
生
か
せ
る
よ
う
、
今
後
も
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
国
を
把
握
す
る
と
い
う
点
で
は
、
現
地
の

人
と
共
に
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
「
国

民
性
」
な
ど
を
把
握
す
る
力
、「
現
場
力
」
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
が
磨
か
れ
た
こ
と
が
、
協
力
隊
だ
か
ら
こ
そ

の
財
産
だ
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
携
わ
る

予
定
の
海
外
で
の
事
業
で
は
、そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
、

現
地
に
し
っ
か
り
定
着
す
る
よ
う
な
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開

発
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

AA

C

CC BBB

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
25
回 

環
境
教
育
隊
員
篇

＊ グランピング…「glamorous」と「camping」を組み合わせた言葉。道具や食材などを持参するのではなく、

あらかじめ用意されたものを使うことで気軽に楽しめるようにしたキャンプ。
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Pick Up OB・OG会 

青年海外協力隊
富山県OB会

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

　
日
本
政
府
は
2
0
1
7
年
よ
り
、
シ
リ

ア
危
機
で
就
学
機
会
を
奪
わ
れ
た
シ
リ
ア

難
民
の
若
者
を
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ

る
事
業
「
シ
リ
ア
平
和
へ
の
架
け
橋
・
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
始
。
そ
れ
を

受
け
、
シ
リ
ア
人
留
学
生
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
の
が
当
会

だ
。
協
力
隊
員
と
し
て
シ
リ
ア
で
活
動
し

た
人
だ
け
で
な
く
、
シ
リ
ア
に
関
心
を
持

つ
人
を
幅
広
く
会
員
と
し
て
受
け
入
れ
て

お
り
、会
員
数
は
約
1
0
0
人
。

　
設
立
以
来
、
シ
リ
ア
人
留
学
生
へ
の
日

本
語
の
指
導
や
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

活
動
の
中
心
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
彼
ら

と
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
年
に
2
、3

回
の
ペ
ー
ス
で
散
策
交
流
会
を
開
く
な
ど

し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
す
る
機
会
を
設
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
在
、
留
学
生
と
し
て
日
本
で
暮
ら
す

シ
リ
ア
人
は
約
1
0
0
人
。
居
住
地
は
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
当
会
は
こ
れ
ま
で

首
都
圏
で
の
活
動
が
中
心
だ
っ
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
普

及
し
た
の
を
好
機
と
し
て
、
今
後
は
地
方

の
シ
リ
ア
人
留
学
生
へ
の
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

「
当
会
は
運
営
や
活
動
を
で
き
る
だ
け

オ
ー
プ
ン
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
会
員
の
門
戸
は
一
般
の
方
に

も
開
い
て
お
り
、
運
営
委
員
会
の
会
合
に

は
シ
リ
ア
人
留
学
生
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方

の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
を
持
っ
た
方
は
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」（
桑
田
会

長
代
行
）

❶帰国した隊員が体験談を発表する当会主催のオンラインイベント　❷「わかちあいひろば」での支援
物資の配布　❸「やさしい日本語」で書いた「わかちあいひろば」のチラシ

2018年の協力隊まつりに出展したブースと当会のメンバー。シリアの特産品などを販売した

シリアOV会

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年5〜6月に開催

役員会の頻度 半年に1回程度

会員・役員間の
主な連絡手段 Web会議、メーリングリスト

問い合わせ窓口
■https://www.facebook.com/
　jocvtoyama/

情報発信の手段
■https://www.facebook.com/
　jocvtoyama/
■http://jocv-toyama.jp

代 表 者 （日系社会青年ボランティア／パラグア
イ・日系日本語学校教師・2002年度派遣）

会 員 数 約400人

入会資格 富山県在住もしくは富山県出身の
JICA海外協力隊経験者

会　　費 3000円／年

Organization

Management

Contact

正式名称 青年海外協力隊富山県OB会

設立時期 1977年

法 人 格 任意団体

Outline
正式名称 シリアOV会

設立時期 2017年

法 人 格 任意団体

代 表 者 （シニア海外ボランティア／シリア・
品質管理・2008年度3次隊）＝会長代行

会 員 数 約100人

入会資格

■JICA海外協力隊員やJICA専門家として
シリアに派遣された経験がある人
■JICAシリア事務所に勤務した経験があ
る人
■運営委員会で入会を認めた人など

会　　費 なし

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年8月に開催

定例会の頻度 月に1回

会員・役員間の
主な連絡手段 Web会議

問い合わせ窓口 ■https://www.facebook.com/シリアov
会-265028627351777

情報発信の手段 https://www.facebook.com/シリアov
会-265028627351777

Outline

Organization

Management

Contact

■ 会の目的 

■ 会の目的 

■シリアに関心を持つ人たちの間の親睦を図る
■日本で暮らすシリア人との交流、および彼らに必要な支援を行う

■JICAボランティア事業を支援する
■富山県内のJICA海外協力隊経験者の親睦を図る

　
富
山
県
在
住
も
し
く
は
富
山
県
出
身
の

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
経
験
者
で
構
成
す

る
当
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
1
9
7
7

年
。
こ
れ
ま
で
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ

の
ブ
ー
ス
の
出
展
、
帰
国
し
た
協
力
隊
員

が
体
験
談
を
発
表
す
る
会
の
開
催
な
ど
、

国
際
協
力
や
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
を
促
す
活

動
を
中
心
と
し
て
き
た
。

　
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
な
ど
で
困
っ
て
い
る
県
内
の

外
国
人
住
民
を
支
援
す
る
催
し
「
わ
か
ち

あ
い
ひ
ろ
ば
」
を
、
県
内
で
協
力
隊
経
験

者
が
主
宰
す
る
N
G
O
と
共
同
で
ス
タ
ー

ト
。
射い

水み
ず

市
役
所
の
市
民
開
放
ス
ペ
ー
ス

で
こ
れ
ま
で
に
2
回
開
催
し
た
。
射
水
市

と
協
力
し
な
が
ら
外
国
人
住
民
か
ら
の
相

談
に
応
じ
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
一
方
、

食
料
や
生
活
用
品
な
ど
の
物
資
を
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
外
国
人
住
民
に
配
布
す
る

と
い
う
の
が
、
催
し
の
主
な
内
容
だ
。
支

援
物
資
は
県
内
外
の
協
力
隊
経
験
者
な
ど

に
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
。
当
日
は
、
外
国

人
住
民
へ
の
今
後
の
支
援
策
を
検
討
す
る

た
め
、
参
加
し
た
外
国
人
住
民
に
現
状
に

つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
行
っ
た
。
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
協
力
隊
経
験
者
た
ち
の

協
力
を
得
て
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
外

国
語
6
言
語
の
広
報
用
チ
ラ
シ
を
作
成
。

計
80
人
ほ
ど
の
外
国
人
住
民
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

 

「
一
昨
年
に
事
務
局
の
体
制
を
強
化
し
た

た
め
、『
わ
か
ち
あ
い
ひ
ろ
ば
』
の
よ
う

に
手
間
が
か
か
る
活
動
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
協
力
隊
経
験
者

だ
か
ら
こ
そ
果
た
せ
る
役
割
を
考
え
な
が

ら
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
井
上
代
表
）

❶

❷❸
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊経験者のみとなります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

今月の先輩隊員： さん

職種：薬剤師

隊次：2017 年度1 次隊

出身地：千葉県

任期終了時年齢：30 歳

生まれた年：1988 年 派遣国：東ティモール

 面 接  
現在の勤務先の面接では「志望動機」「長所と短所」「協力隊経験がど
のようなところで生かせるか」「仕事での失敗とそのリカバリーの経験」「マ
ネジメント業務の経験」などについて聞かれました。面接では「準備した
回答の棒読みにならにようにする」「聞かれたことにプラスアルファの情
報を加えて回答する」「面接官と共に仕事をすることになったときに不信
感を持たれないよう、飾らず自然体で臨む」の3点を心がけました。

GOOD WAY!
人前で自分を表現することに慣れていなかったため、予想される
質問の回答をあらかじめ考えてしっかり話せるよう練習したり、友
人を面接官役に模擬面接をしたりと、事前準備を入念に行いまし
た。それにより、本番は比較的落ち着いて臨むことができました。

MESSAGE
求人情報を出していない企業に思い
切ってコンタクトをとったことが、私の就
職活動の大きな転機でした。思うよう
な求人が見つからないという場合も、あ
きらめずに情報収集の仕方を工夫する
ことが重要なのだと実感しました。

GOOD WAY!
応募に向けて自分の協力隊経験を振り返るうえで役立っ
たのは、協力隊に応募した際に提出した書類や活動報告
書です。どの応募先の場合も、提出する書類には協力隊
経験での学びを詳しく盛り込みました。

GOOD WAY!
調達情報を公開してい
るJICAのウェブサイトの
ページで、JICAの事業を
受注した企業を確認で
きます。これは、保健・
医療分野の国際協力事
業を行う企業を探すうえ
で貴重な情報源でした。

 書類審査 
応募先に提出した書類は、履歴書、職務経歴書、志望理由書です。作成にあ
たって特に心がけたのは、興味を持って読んでもらえるよう、応募先の企業や
その業界のことを徹底的に調べ、自分がどのような貢献ができそうかを具体
的に記すことです。例えば、薬局に提出した書類では、周辺の医療機関につ
いて調べたうえで、その薬局が抱える課題について自分なりに分析し、それに
対して私のそれまでの経験がどのように生かせるかを記載しました。

 情報収集  
当初はJICAの国際キャリア総合
情報サイト「PARTNER」や転職
エージェントなどを利用して求人
情報を集めました。しかし、薬剤師
の専門性が生かせる国際協力の
仕事の求人がなかなか見つからな
かったため、大学時代の恩師や友
人などから情報をもらい、めぼしい
企業があれば直接電話をかけ、採
用の予定を尋ねました。現在の勤
務先もそうしてコンタクトした企業
のなかの1つです。

帰国の1カ月前から帰国の3カ月後

J I C A 海外協力隊ウェブサイト「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」　

▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

就職先：

株式会社薬ゼミ情報教育センター
事業概要：薬局経営のコンサルティング、医療系企業の海外展開支援、医療人材の育成など

 先輩隊員の

シューカツ記
先輩隊員たちが振り返る

就職活動の記録。

シューカツ
START

略 歴

■2013年3月、東邦大学薬学部を卒業
■2013年4月〜、薬剤師として急性期病院に勤務
■2017年7月、青年海外協力隊員として東ティモールに赴任
■2019年7月、帰国
■2019年10月、薬ゼミ情報教育センターに入社

協 力 隊 時 代 の 活 動 を 教 えてください

バウカウ県の県病院に配属され、服薬指導、代替医薬品の活用な
どによる医薬品不足への対策の支援、5S活動の支援などに取り組
みました。院外では、へき地の村での医療支援活動や、大学の薬学
部生への講義なども行いました。

帰国の2カ月後

応募…5社
書類選考通過…4社
内定…4社

 内 定 

自 己 分 析

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

就 活 の 方 針 は ？

薬剤師の専門性を生かせる国際協力の仕事の求人を探しました
が、なかなか見つからなかったため、まずは薬局などの求人に応募
しました。しかし、あきらめるのはまだ早いと思い直し、保健・医療
分野の国際協力事業を行っている企業に直接コンタクトをとり、採
用の予定がある企業を見つけ出していきました。

協 力 隊 経 験 を 応 募 書 類 に どう 表 現 しました か？

私は協力隊時代に大学の薬学部生への講義をした経験から、医
療人材の育成への関心が高まりました。現在の勤務先は国内外
で薬剤師の育成を行うことが事業の柱の1つであり、それに携わ
りたいと思ったのが主な応募動機でした。そのため、提出した応
募書類にはそうした思いを率直に記しました。

協 力 隊 経 験 を 採 用 面 接 でどう 表 現 しました か？

東ティモールでは、WHOが必須医薬品と定めているもののう
ち、日本ではすでに販売停止となっているものも使われていまし
た。そうした医療現場の体験を通じて医薬品についての視野が広
がったことなど、協力隊活動で得た成長を中心に話しました。

現 在 の 仕 事 の や り が い を 教 え て く だ さ い

担当するプロジェクトで成果が出たときには、やはりやりがいを感
じます。ベトナムで薬剤師国家試験の導入を支援するプロジェクト
は、同国の保健省と2つの薬科大学がカウンターパート機関でし
たが、新型コロナウイルス感染症の影響で3機関とのやりとりはオ
ンラインで進めなければなりませんでした。しかしそうしたなかで
も、国家試験の試行版となる2大学共通のテストの実現に漕ぎ着
けることができ、達成感を味わうことができました。

今 後 の 抱 負 を お 願 い し ま す

まずは引き続き与えられた業務に励み、多くの案件を任せてもら
えるようになりたいと考えています。また、専門性をさらに高めるた
め、大学院で学ぶチャンスを見つけたいとも考えています。

国内

収入

安定

プライベート

国外

やりがい

挑戦

仕事

強　み
■日本の病院での臨床経験があること
■途上国の病院での臨床経験や、途上国の
医療品に関する知識があること

弱　み ■修士号や博士号などの学位がないこと

資　格
■薬剤師免許
■日本糖尿病療養指導士の資格

帰国帰国の1カ月後から

現在の所属先：国際事業部
ベトナムで薬剤師国家試験の導入を支援する事業、薬
剤師を対象とする日本国内での研修事業、新規事業の
開発などを担当してきました。

「株式会社薬ゼミ情報教育センター」ウェブサイト▲

http://www.yakuzemi-support.com

今月の業種：
民間企業

（コンサルティング業）

同僚（右端）と共にへ
き地の村で医療支援活
動を行う協力隊時代の
巻嶋さん

就職！



手
の
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
指
導

者
が
「
こ
う
解
決
す
べ
き
だ
」
と
答
え

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
ヒ
ン
ト
だ
け
を
与
え

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る

—
—

。
上
達
に
時
間
が

か
か
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徹
底
し
て
こ
う
し

た
指
導
方
針
を
貫
い
て
い
る
硬
式
野
球
チ
ー
ム

が
あ
る
。
小
学
部
と
中
学
部
を
持
つ
大
阪
府
の

「
堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
」
だ
。
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
の
筒つ
つ

香ご
う

嘉よ
し

智と
も

選
手
や
日
本
プ
ロ
野
球
の
森も
り

友と
も

哉や

選
手
を
輩
出
し
た
名
門
チ
ー
ム
で
あ
る
。
そ

の
中
学
部
の
監
督
を
務
め
て
い
る
の
は
、
協
力

隊
経
験
者
の
阪
長
友
仁
さ
ん
だ
。

 

「
こ
れ
ま
で
日
本
の
少
年
野
球
は
、『
腕
を
こ

う
使
い
な
さ
い
』
と
い
っ
た
『
答
え
』
を
押
し

付
け
る
指
導
が
一
般
的
で
し
た
。
短
期
間
で
勝

利
を
上
げ
る
こ
と
を
最
大
目
標
と
す
る
か
ら
で

す
。
堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
も
か
つ
て
は
そ
う
で

し
た
。
し
か
し
、「
指
導
者
に
言
わ
れ
た
と
お
り

に
す
れ
ば
ほ
め
ら
れ
る
」
と
い
う
経
験
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
考
え

る
力
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
野
球
の
技
術
に

は
「
絶
対
的
に
正
し
い
答
え
」
は
な
く
、
指
導

者
が
与
え
る
答
え
も
絶
対
的
に
正
し
い
も
の
で

は
な
い
の
で
、
自
分
で
考
え
る
力
が
な
け
れ
ば

や
が
て
上
達
は
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
堺
ビ

ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
が
指
導
方
針
を
変
え
た
の
は
、

卒
部
し
た
後
に
伸
び
悩
む
子
が
多
い
こ
と
に
危

機
感
を
持
っ
た
か
ら
で
し
た
。
自
分
で
考
え
る

力
は
、
野
球
以
外
の
場
で
も
重
要
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
せ
っ
か
く
好
き
で
始
め
た
野
球

に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
削
い
で
し
ま
い
た
く
は
な

い
。
削
い
で
し
ま
う
よ
う
な
ら
ば
、
子
ど
も
た

ち
に
野
球
を
指
導
す
る
意
味
は
な
い
と
い
う
の

が
、
現
在
の
堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
の
考
え
方
で

な
い
「
自
律
」
の
姿
勢
だ
っ
た
。
各
国
で
体
験

し
た
こ
れ
ら
の
驚
き
は
、
選
手
た
ち
が
自
分
で

考
え
な
が
ら
野
球
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ

の
驚
き
だ
っ
た
と
理
解
で
き
た
の
は
、
ド
ミ
ニ

カ
共
和
国
の
野
球
指
導
者
か
ら
こ
ん
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
っ
た
と
き
だ
。「『
こ
う
す
べ
き
だ
』

と
選
手
に
上
か
ら
技
術
を
押
し
付
け
て
は
い
け

な
い
。
野
球
の
指
導
で
大
切
な
の
は
、
選
手
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、選

手
は
指
導
者
に
自
分
の
考
え
を
率
直
に
伝
え
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
術
に
関
す
る
議
論
が

可
能
に
な
る
。
リ
ス
ペ
ク
ト
と
は
、た
と
え
選
手

が
失
敗
し
て
も
、
そ
の
な
か
に
あ
る
『
良
い
点
』

に
気
づ
く
姿
勢
で
あ
る
。
三
振
し
て
も
、
ス
イ

ン
グ
を
改
善
し
よ
う
と
工
夫
し
た
跡
が
見
ら
れ

た
ら
、そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
称
え
る
。
三
振
し
よ

う
と
思
っ
て
打
席
に
立
つ
選
手
は
い
な
い
。
選

手
た
ち
の
『
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
』
と
い

う
思
い
や
、
そ
の
方
法
を
見
つ
け
出
そ
う
と
す

る
姿
勢
を
後
押
し
す
る
こ
と
こ
そ
、
指
導
者
の

役
割
だ
」

生
ま
れ
る
国
は
選
べ
な
い

生
ま
れ
る
国
は
選
べ
な
い

　
堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
が
指
導
方
針
の
転
換
を

決
め
た
の
は
2
0
0
9
年
。
阪
長
さ
ん
と
同
様
、

代
表
者
が
米
国
の
少
年
野
球
の
指
導
者
か
ら

「
答
え
を
教
え
て
は
だ
め
だ
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
阪
長

さ
ん
が
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
野
球
指
導
者
か
ら

教
え
を
受
け
た
の
は
、
そ
の
3
年
後
だ
。
堺
ビ

ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
が
始
め
て
い
た
挑
戦
の
正
し
さ

を
確
信
し
た
こ
と
か
ら
、
グ
ア
テ
マ
ラ
駐
在
の

任
期
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
、
堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ

ズ
の
指
導
者
と
な
っ
た
。

 

「
自
分
で
考
え
る
」
と
い
っ
て
も
、一
か
ら
選
手

に
考
え
さ
せ
て
い
た
の
で
は
、
上
達
ま
で
に
途

方
も
な
い
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
が
指
導
の
基
本
と
し
て
い

る
の
は
、「
方
向
性
は
指
導
者
が
示
し
、
そ
こ
に

向
か
う
た
め
の
や
り
方
は
選
手
自
身
に
考
え
さ

せ
る
」
と
い
う
も
の
だ
。
例
え
ば
、「
右
打
者
は

右
方
向
に
、
左
打
者
は
左
方
向
に
強
い
打
球
を

飛
ば
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
方
向
性
を

指
導
者
が
示
し
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
の
ス
イ
ン
グ
の
仕
方
な
ど
は
選
手
自
身
に

考
え
さ
せ
る
。

　
阪
長
さ
ん
が
監
督
を
務
め
る
中
学
部
に
は
、

堺
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
ズ
以
外
の
小
学
生
チ
ー
ム
で

軟
式
野
球
を
し
て
い
た
子
ど
も
が
入
っ
て
く
る

こ
と
も
多
い
。
そ
う
し
た
子
ど
も
は
、
自
分
で

考
え
な
が
ら
技
術
を
磨
く
こ
と
に
最
初
は
と
ま

ど
う
が
、
2
年
生
に
な
る
こ
ろ
に
は
た
い
て
い
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
教
え
子
た
ち
の
よ
う
に
自
分
の

考
え
を
持
っ
て
野
球
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
。

 

「
協
力
隊
の
と
き
を
含
め
、
各
国
に
野
球
指
導

で
赴
く
と
き
は
い
つ
も
、『
日
本
の
高
い
技
術

を
教
え
に
行
こ
う
』
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
結
局
は
日
本
の
野
球
指
導
の

あ
り
方
の
問
題
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
子
ど
も
は

生
ま
れ
る
国
を
選
べ
ま
せ
ん
。
日
本
で
生
ま
れ

た
ば
か
り
に
、野
球
の
技
術
や
、考
え
て
行
動
す

る
能
力
が
伸
び
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
は

し
た
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
自
身
が
学
ん
だ

こ
と
を
広
く
野
球
界
や
ス
ポ
ー
ツ
界
に
広
げ
る

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

す
」

選
手
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

選
手
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト

　
阪
長
さ
ん
の
経
歴
は
異
色
だ
。
地
元
の
チ
ー

ム
で
野
球
を
始
め
た
後
、
新
潟
明
訓
高
校
に
進

学
し
て
甲
子
園
を
経
験
。
名
門
・
立
教
大
学
硬

式
野
球
部
で
は
主
将
を
務
め
た
。
大
学
卒
業
後

は
旅
行
代
理
店
に
就
職
。
し
か
し
野
球
へ
の
情

熱
が
消
え
ず
、
退
職
し
て
野
球
の
武
者
修
行
を

始
め
た
。
知
人
の
縁
を
頼
り
に
ス
リ
ラ
ン
カ
、タ

イ
、
ガ
ー
ナ
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
指
導
に

従
事
。
そ
の
後
、協
力
隊
員
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア

で
県
選
抜
チ
ー
ム
の
指
導
に
取
り
組
ん
だ
。
次

の
ス
テ
ッ
プ
は
、
J
I
C
A
グ
ア
テ
マ
ラ
事
務

所
の
企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）。
業

務
の
か
た
わ
ら
、
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
選
手

を
多
く
輩
出
し
て
い
る
近
隣
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和

国
を
た
び
た
び
訪
れ
て
は
、
現
地
の
野
球
指
導

の
方
法
を
学
ん
だ
。

　
武
者
修
行
で
訪
れ
た
各
国
で
は
、「
日
本
の

野
球
指
導
に
は
改
善
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
場

面
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、阪

長
さ
ん
が
自
己
紹
介
を
す
る
前
に
選
手
が
近
寄

っ
て
き
て
、「
私
は
野
球
が
う
ま
く
な
り
た
い
。

ぜ
ひ
技
術
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
目
を
輝
か
せ

て
訴
え
て
き
た
。
自
身
の
野
球
人
生
で
「
練
習

は
つ
ら
い
」
と
感
じ
て
い
た
阪
長
さ
ん
に
と
っ

て
、
野
球
へ
の
能
動
的
な
姿
勢
は
新
鮮
だ
っ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
教
え
子
た
ち
は
、「
ぼ
く
は
こ

う
い
う
ふ
う
に
打
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
」

と
、
自
分
の
意
見
を
臆
せ
ず
阪
長
さ
ん
に
ぶ
つ

け
て
き
た
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
は
見
ら
れ

「自分で考える力」を育てる「自分で考える力」を育てる
野球指導を実践野球指導を実践
協力隊員として活動したコロンビアを含め、各国で野球指導に携わって協力隊員として活動したコロンビアを含め、各国で野球指導に携わって

きた阪長さん。そうした経験を通じてその重要さに気づいた「答えを押きた阪長さん。そうした経験を通じてその重要さに気づいた「答えを押

し付けない指導」を、少年野球チームの監督として実践している。し付けない指導」を、少年野球チームの監督として実践している。

選選

平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

堺ビッグボーイズ
中学部
監督

さん
●コロンビア
●野球
●2007年度4次隊

PROFILE●さかなが・ともひと
1981年生まれ、大阪府出身。小学生のときに野球を始め、
新潟明訓高校野球部や立教大学硬式野球部で活躍。大学卒業
後、旅行代理店に就職。その後、ガーナなど3カ国で野球指導
に従事。2008年3月、青年海外協力隊員としてコロンビアに
赴任し、少年野球チームの指導に取り組む。10年3月に帰国。
JICAグアテマラ事務所の企画調査員（ボランティア事業）を
経て、現在は少年硬式野球チーム「堺ビッグボーイズ」の中学
部監督（所属先はNPO法人BBフューチャー＝QRコード）。
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右：中南米諸国で学んだ野球の指導方法についてまとめた著書『高校球児に伝えたい！ ラテンアメリカ式メジャー直結練習法』（東邦出版、2018年）。阪長さんは本書の内容や堺ビ
ッグボーイズの指導方法について紹介する講演活動も精力的に行っている　左：堺ビッグボーイズの中学部の試合で選手にアドバイスをする阪長さん
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募集中のお題

「誕生日」「身だしなみ」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

夜明け前
アラブ人の朝は早い。夜明け前、モスクから流れる朗々とした男性の声が街中に響き渡る。その日最初の
礼拝をムスリムたちに呼びかけるアザーンだ。彼らにとって1日5回の礼拝は義務であり、暮らしの一部
である。しかし、よそからやって来た者にとっても、夜明け前のアザーンはやがて日常の目覚ましとなる。

帰国後、日本の静かな朝に心なしか違和感を覚えたのは、かの地に身を置いていた証拠だろう。

ペンネーム：Marzouq さん（中東・青少年活動・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

               遅くはない
着任直後、加算もできない中学生にどう対
応したものか悩んだ。ある日、子どものころ
に百マス計算の競争で強い意欲が湧いたの
を思い出した。そこで授業に算数大会を導
入。「速さ」「正確さ」「解き方を見つける
発想力」などさまざま部門で順位を付ける
ことにしたところ、成績が下の子も懸命に
取り組み、以後の弾みとなった。目覚めに遅
すぎるということはないのだと実感した。

ペンネーム：マスマスター さん
（アフリカ・数学教育・2018年度派遣）

★                 二度寝
新型コロナウイルスの流行こそ、社会のあ
り方に対して目を覚まされた出来事だった。
制御不能な「外部条件」への具体的な意識
の目覚め。そうしたものが起これば、常識的
な目算の如きは容易に粉砕される。しかし、
そんな意識もほどなく薄らぎ、近 「々二度寝」
に沈んで惰眠をむさぼってしまいそうな気
配。慣れの恐ろしさを肝に命じなければと、
懸命に自戒する昨今だ。

ペンネーム：オランウータンB さん
（アジア・コミュニティ開発・2018年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

             「笑顔」の威力
巡回先の学校で授業が予定されていた日、
到着するといつも笑顔の先生が激昂してい
た。事前調整の不備で、生徒がみな帰宅し
てしまった後だった。ひたすら謝るも、聞く
耳を持ってくれない。そこに遅れてやって来
た同僚の視学官に状況を話すと、初歩的な
ミスに大爆笑。すると、激昂していた先生も
つられて笑い始めた。コミュニケーションで
の「笑顔」の威力に目覚めた経験だった。

ペンネーム：TTPあまんて さん
（中南米・環境教育・2018年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 目覚め
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今月号をお読みになり、どのようにお感じにな
りましたか？　ご意見・ご感想をお寄せくだ
さい。また、今後取り上げてほしい企画のアイ
デアや、ご紹介いただける情報がございまし
たら、ぜひお知らせください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和3年5月号［第57巻第4号 通巻666号］
発行日　令和3年5月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』は
JICA海外協力隊の
ウェブサイトでも公開
しています。

●派遣国での活動・生活の “失敗談”をお寄せく
ださい。

●派遣国での活動・生活に役立つ “ちょっとし
た技”をお持ちでしたら、ご紹介ください。

●P34に記載している「お題」で、派遣国での活
動・生活のひとコマをつぶやいてみませんか。

●日本でもつくることができる派遣国の料理のレシ
ピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　JICA海外協力隊（長期派遣）
の2021年春募集を2021年5
月20日〜6月30日で実施しま
す。詳細についてはJICA海外
協力隊のウェブサイト（QRコー
ド）でご確認ください。募集要
項は5月10日に公開する予定で
す。
　JICA海外協力隊は2020年
11月に渡航を再開しましたが、
新型コロナウイルスは依然とし
て世界的に厳しい感染状況が
続いています。コロナ禍におけ
る派遣再開においては、現地の

人 と々共に生活しながら活動するという理念の下、派遣
国の状況を踏まえ、現地における隊員活動ができると
確認されたところから渡航再開しています。

JICA海外協力隊の2021年春募集を実施

　JICAでは、JICA海外協力隊について知っていただくことを目的とす
るオンライン説明会や会場型説明会、オンラインでの座談会や個別
相談会などのイベントを随時開催しています。説明会では、現地での
生活や帰国後の就職について協力隊経験者に直接相談することがで
きるほか、コロナ禍における活動や今後の動向などにつ
いても説明します。詳細はJICA海外協力隊のウェブサイ
ト（QRコード）でご確認ください。

JICA海外協力隊に関する説明会やイベント
を随時開催

　米津玄師さんが作詞・作曲した『パプリカ』に振り付けた「パプリ
カダンス」。これを踊る動画をさまざまな人から集め、未来に向けてが
んばっているすべての人を応援するNHKとJICAの共同プロジェクトで
は、コロナ禍の中、JICA海外協力隊員や隊員OVの皆さんにも任地の
人たちが踊る動画の制作にご協力いただきました。協力隊員がかかわ
ったものを含め、JICAの在外拠点が投稿した動画は25
カ国35本に上り、NHKのウェブサイト（QRコード）にア
ップロードされています。ぜひご覧ください。

パプリカダンスの動画が公開

　2021年3月8日に東日本大震災10周年シンポジウム「地域のレジ
リエンスに貢献する青年海外協力隊の経験」（主催・日本も元気にす
る青年海外協力隊OB会、後援・JICA）がオンラインで開催されまし
た。東日本大震災の被災地などで、コミュニティ形成などを通じて地
域のレジリエンス（回復）に貢献してきた協力隊経験者の活動を紹介
しながら、主体的な地域の動きをつくることの重要性やそのために必
要とされる支援のあり方などについて考えるもので、東北大学法学部
の岡部恭宜教授による基調講演に続けて、協力隊経験者たちによる
パネルディスカッションが行われました。シンポジウムを記録した動

画はYouTube（QR
コード）にアップロ
ードされています。
ぜひご覧ください。

東日本大震災10周年シンポジウムを開催
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今月号の表紙

フィリピン
 

文＝ さん
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　スパイスを効かせたジャークチキンは蒸
し暑い地域に打って付けの味であり、中米
の国々の人気料理です。私の派遣国のドミ
ニカでは、夕方になるとあちらこちらから
バーベキューでジャークチキンを焼く香り
が漂ってきて、食欲がそそられました。ビー
ルかスプライトをお供にかぶりつくのが一
般的。活動で良いことがあった日も、うまく
いかないことがあった日も、同僚と一緒に
ジャークチキンで反省会をするのが、私の
協力隊時代の日課でした。

ドミニカのソウルフード
「ジャークチキン」

材料（3人分）

鶏手羽肉か鶏もも肉…600g
玉ねぎ…1/2個
おろししょうが…小さじ1
おろしにんにく…小さじ1
レモン汁…大さじ1〜2
オリーブオイル…大さじ1
オレンジジュース…大さじ2〜3
塩…小さじ2
オールスパイス…大さじ2
ブラックペッパー…小さじ1
クミン・シナモン・タイムのいずれか
　…大さじ1ほど
唐辛子かチリパウダー…大さじ1ほど（お好
みで）

つくり方

❶鶏肉は、手羽ならフォークで5〜6カ所ほ
ど刺しておき、ももなら4センチ四方ほど
の大きさにカットする。

❷玉ねぎをすりおろす。

A

❸密閉できる袋か容器に❶・❷・Aを入れ、
お好みで唐辛子かチリパウダーを加えて
しっかり揉み込む。
❹そのまま密閉し、半日からひと晩、冷蔵庫
に入れて味を馴染ませる。
❺200度に熱したオーブンで20分ほど焼き
上げる（可能ならばバーベキューでこんが
り焼き上げる）。

ひとくちメモ

スパイスやハーブは日本のスーパーで売られ
ているもので構いませんが、自宅の庭でハー
ブを育てているという方は、タイムのほかに
それらを使うとより中米っぽい味になるはず
です。少量の醤油やカレー粉を加えるだけで
味が変わるので、好みの味にカスタマイズし
てみるのもおすすめです。私が活動の一環と
して開いた料理教室では、醤油を加えて日本
風の味にアレンジしたレシピが人気でした。
また、現地では当時、ケチャップを加えたソ
ースで付け焼きするのが流行っていました。

さん
（ドミニカ・料理・2009年度2次隊）
●活動内容：ドミニカ地域開発・文化・ジェ
ンダー問題・情報省の成人教育局に配属され、
コミュニティでの料理教室開催に従事。

ジャークチキンを焼くドミニカの露店

今月の料理人

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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